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利用しよう！
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「小さい子を連れて行けるかな…」「本は清潔かな…」。高石の図書館には絵本コー
ナーや本の消毒機など、お子さんと一緒でも安心の設備が充実しています。
問合先　高石市立図書館☎（263）3100

▲毎週開催される読み聞かせイベントの様子
※読み聞かせの日程は 30ページで紹介

▲図書館の絵本コーナー
　本館・分館合わせて約 3万冊の絵本が並ぶ

読み聞かせは“子どもとのふれあい”

図書館マスコットキャラクター
　　　　くま～ま
図書館マスコットキャラクター
　　　　くま～ま

借りたい本の予約はできないの？

ＳＮＳを使って情報をチェック！

本の消毒は図書館でできるの？新しい本や話題の本ってあるの？

図書館には本の消毒機「ハッピークリーン」が設置され
ています。本の殺菌や消毒を行ったり、タバコやペット
の臭いも除去できます。送風で本に挟まったほこりや髪
の毛も取り除くので、借りたい本はいつでもキレイ♪

「新しい本を読みたくてもいつも貸出
中・・・」。そんな方のために図書館のホー
ムページや館内の検索機から、5 冊まで
本の予約ができます。もちろんスマホか
らのアクセスも可能です。
※ログイン後、予約を行うことができます。

子育て情報や絵本の紹介、
イベント情報が盛りだくさ
ん！高石在住の『くま～ま』
が Twitter や Facebook 等
の SNS を通して、図書館情
報をお届けします♪

図書館には毎月約 500 冊もの新着本が届きます。話題の
新作や雑誌も置いてあり、子育て世代の方も楽しめます。

機械の中の
クリップに
セットして、
スイッチオン！

30秒ほどで
本が清潔に♪

▼

できま
す！

ありま
す！

できま
す！

［書籍検索・予約
ページ］へのアク
セスはこちらの
QRコードから▼

［くま～まのアカウント］へのアク
セスはこちらのQRコードから▼

【くま～まのまいにち子育てポケット】

図書館に来館できなくても、電子書籍で
の貸出に対応している本はスマホやタブ
レット、パソコンで読むことができます。
図書館の本とは別に 1人 5点まで、一週
間貸し出します。
※市内在住で図書館カードをお持ちの方が対象です。

電子書籍の貸出はあるの？ ありま
す！

［電 子 書 籍 ペー
ジ］へのアクセス
は こちら の QR
コードから▼

Facebook Twit t e r

高石の図書館で 37 年間、読み聞かせを行っている
加茂 幸代 さん加茂 幸代 さん
高石の図書館で 37 年間、読み聞かせを行っている

読み聞かせに来ている親子は会話がスムーズ
で、本を通して自然にコミュニケーションが
取れているように感じます。子どもを膝の上
に乗せて絵本を読む時間は、親子のふれあい
の時間として、とてもわかりやすく子どもに
愛情を伝えることができます。子どもが本を

読んでほしがる時は必ず
「そばにいてほしい」とい
う想いがあります。本を
読んでと言われたら、ほ
んの 2～3 分でも良いから
子どものそばで本を読ん
であげてください。

身近な疑問・不思議に思うこと・興味があることなど
テーマは自由！小学生の皆さんが作った作品を募集し
ます。作品の形態等についてはお問い合わせください。
対象　市内在住・在学の小学生
申込　8月 1日～9月 30日に図書館窓口へ作品を提出
【応募作品の扱いについて】
・ほかのコンクールとの二重応募はできません。
・上位作品は、公益財団法人図書館振興財団が主催する全国コンクー
  ルの三次審査に推薦されます。
・全国コンクールで入賞した作品の著作権は、公益財団法人 図書館振
  興財団に帰属します。

▶ 関連イベントも開催予定！
皆さんの調べる学習をお手伝いするため、図書館では次のイベ
ントを実施します。いずれも申込は7月8日から受け付けます。

図書館をもっと使いこなそう！ 小学生の “知りたい” をサポート！調べる学習コンクール開催！図書館をもっと使いこなそう！ 小学生の “知りたい” をサポート！調べる学習コンクール開催！

■ 気になることを相談！ ■ 読書手帳で自分だけの読書記録を

■ 資料のコピーができる！

レファレンスサービスでは
「○○さんの本を探したい」
など、本の探し方や調べたい
ことを気軽に相談できます。

どうしても本を持ち帰れない
場合は必要な部分だけコピー
することができます。（有料）
※著作権による制限があります。

借りた本を書きとめることができる通帳タイプの手帳を発行で
きます。自分が今までどんな本を読んだかが一目瞭然！希望さ
れる方は、図書館カウンターまでお越しください。

本を 50 冊
読むと

認定スタ
ンプＧＥ

Ｔ！本を 50 冊
読むと

認定スタ
ンプＧＥ

Ｔ！

【休館日】

【開館時間】

年末年始
特別整理期間

9：30～20：00

第 2・4火曜日
※祝日の場合は翌日の平日

綾園 1-9-1（アプラたかいし 4階）
☎（263）3100

取石 3-9-8（とろしプラザ 1階）
☎（273）3160

図書館ご利用案内

他にも図書館は
イベントがたくさん！
詳細は図書館ＨＰで
チェックしよう！▼

【表面】

【裏面】

【貸出人気本一覧】 ▼パパママ必見書もたくさん！

▶『火花』
　（又吉直樹／文藝春秋）

▶『マスカレード・ホテル』
　（東野圭吾／集英社）

▶『九十歳。何がめでたい』
　（佐藤愛子／小学館）

▶『嫌われる勇気』
　（岸見一郎／ダイヤモンド社）

読売新聞工場
を見学しよう！１

8 読売新聞工場
を見学しよう！１

8自由研究おたすけ
ワークショップ22

7

26
アプラたかいしを
探検してみよう！

7
26

アプラたかいしを
探検してみよう！

7 シラベルくん
図書館振興財団c

『家族を笑顔にするパ
パ 入 門 ガ イ ド』
（NPO 法人ファザー
リング・ジャパン／
池田書店）

『子どもがどんどん食
べる野菜レシピ』（枻
出版社）

『kodomoe2019年
6月号』（白泉社）

本館

分館

本館

分館
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「アプラたかいしサマーフェス」
の内容は、アプラたかいしで
Get できるこちらの冊子または
ホームページをご覧ください。

※アプラたかいしのホ
ームページへはこちら
のＱＲコードから▶

他にも気になるイベント多数！

　自然の素材を使っ
て水鉄砲をつくって
みよう！
時間　①10：00
　　　②14：00
募集　各 20人
材料費　500円
※濡れても良い服装
でお越しください。

■ 水鉄砲を作ろう（協力：有田川町清水）

　世界で遊ばれる色
々なボードゲーム。
単純なものから謎め
いたものまで、この
機会に体験しよう！
時間　10：00～
　　　　　　14：00
募集　50人
参加費　無料

　描いた絵にアクリ
ル絵具で色を塗り、
自分だけのカラフル
アートをつくってみ
よう！
募集　親子各 30組
時間　①10：00
　　　②12：00
材料費　500円

■ 世界のボードゲーム大会 ■ キラキラカラフルアート

8
14
水

■ 科学実験教室『ドライアイスのなぞ』
　身近な科学を親子
で楽しむ実験教室。
ドライアイスの不思
議を体験しよう！
対象　5歳以上
募集　各 30組
時間　①10：30
　　　②13：30
参加費　無料

　砂浜や青空を思い
浮かべて、夏の世界
をジェルキャンドル
で表現しよう！
募集　各 20人
時間　①10：00
　　　②13：00
　　　③15：00
材料費　500円

■ ジェルキャンドル

■ からだを使って劇あそび

　石けんで鮮やかな
フルーツアイスバー
を作り、最後はアロ
マの香りで包み込も
う！
募集　各 10人
時間　①11：00
　　　②14：00
材料費　500円

■ アイスフルーツソープバーを作ろう

　体を目一杯動かし
て、遊びながら表現
する楽しさを体験し
てみよう！
時間　10：00～
　　　　　　12：00
対象　5～9歳
募集　16人　
参加費　無料

8
4
日

8
3
土

8
6
火

8
16
金

8
20
火

8
2
金

※申込はいずれも 12日の午前 9時（電話予約は 12時）からです。
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※当日は南海本線「泉大津駅」から無料シャトルバスを運行します。

※会場周辺は駐車場がないため、公共交通機関及びシャトルバスをご利

　用ください。　

日本を代表する練習用帆船の「日本丸（レプリカ船）」
に乗って、港で活躍する船や、港湾作業に使われる
重機を海の上から大迫力でご覧ください。

8 月 24 日（土）
10：00～
8 月 24 日（土）
10：00～
堺泉北港 なぎさ公園周辺
（泉大津市なぎさ町 8‐1）

【申込の手続き、方法に関すること】（株）阪急交通社 大阪団体支店 営業一課☎06（4795）5939

【イベントの内容に関すること】大阪府港湾局経営振興課経営振興グループ☎0725（21）7203

問
合
先

対象　市内在住・在勤・在学の方
募集　各便 120 人（応募多数の場合、抽選）
申込　7 月 31 日（必着）までにはがきに①代表
者の氏名・住所・電話番号、②参加者全員の氏名（代
表含め 4 人まで）、③希望する便（右表の第１～３
便までのいずれか）、④高石市在住でない場合、勤
務先名または在学先名と所在地を記入し、（株）阪
急交通社「堺泉北港開港 50 周年記念クルーズ係」
［〒530‐8355　大 阪 府 大 阪 市 北 区 梅 田
2‐5‐25　ハービス OSAKA9 階］まで郵送

参加費
無料

※同一の方からの申込はいずれか１便のみとさせていただきます。

※当選は応募締切から約 10 日後に代表者に発送する抽選結果の発表に代

　えさせていただきます。

第１便 10：45

12：15

13：45

11：00

受付・乗船
開始時間

出航時間 航行時間

12：30 約 1 時間

14：00

第２便

第３便

■ 記念クルーズ（要事前申込）

■ 記念イベント

堺泉北港の歴史　

1810 年　 18 世紀に行われた大和川の付け替
え工事によって堆積した土砂の浚渫
などの港の修築により現在の堺旧港
の原型が竣功

1934 年　 室戸台風により、港湾施設が壊滅。
高潮対策を兼ねた商工業港修築計画
を策定

1937 年　 毛布工業をはじめとする商工業の発
展をめざし、大津港が完成

1957 年　 堺泉北臨海工業地帯造成開始

1959 年　 堺港が重要港湾となる

1962 年　 大津港の港域を拡大、泉北港と改
称。堺港が特定重要港湾に編入

1969 年　 堺港と泉北港が統合し、特定重要港
湾（現在の国際拠点港湾）堺泉北港
となる

2019 年　 堺泉北港が開港 50 周年を迎える

堺泉北港は中世から歴史を刻み、堺泉北臨海工業地
帯と一体となって、エネルギー供給を担う拠点港湾
として順調に発展してきました。
今年、50 年の節目を祝い、これまで堺泉北港が歩ん
できた歴史と今の姿をより身近に感じ取っていただ
けるよう、記念イベント＆クルーズを開催します。

堺泉北港は中世から歴史を刻み、堺泉北臨海工業地
帯と一体となって、エネルギー供給を担う拠点港湾
として順調に発展してきました。
今年、50 年の節目を祝い、これまで堺泉北港が歩ん
できた歴史と今の姿をより身近に感じ取っていただ
けるよう、記念イベント＆クルーズを開催します。

日本丸（レプリカ船）

記念式典

ダンス等のステージイベント

泉州の特産品販売

港で活躍する企業の PR ブース 等

堺泉北港 開港 50 周年記念イベント
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　「
高
石
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
」
の
中
で
も
「
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え

る
」
こ
と
を
基
本
目
標
の
１
つ
と

位
置
づ
け
て
お
り
、
今
年
８
月
完

成
予
定
の
羽
衣
駅
前
再
開
発
ビ
ル

に
は
新
た
に
４
番
目
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

本
市
の
北
の
玄
関
口
と
な
る
羽
衣

駅
で
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
の
提

供
や
、
育
児
相
談
、
子
育
て
世
代

交
流
の
場
と
な
る
サ
ー
ク
ル
支
援

な
ど
、
育
児
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
行
い
、
子
育
て
世
代
の

方
々
を
応
援
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に
必

要
な
力
と
し
て
、
次
の
３
点
を
重

要
課
題
と
考
え
て
学
校
教
育
に
取

り
組
み
ま
す
。

▼
情
報
化

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業

の
促
進
な
ど
、
今
後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
使
っ
た
学
習
活
動
の
よ
り
一
層

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
国
の
教
育
課
程
特
例
校
の
認
定

を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
小
学
校

１
年
生
か
ら
の
外
国
語
教
育
を
継

続
し
、
国
際
人
と
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
英

語
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

▼
学
力
の
向
上

　「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
て
、
子
ど
も
へ
の

丁
寧
な
指
導
を
行
う
た
め
に
「
学

び
ん
ぐ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
に
よ
る

少
人
数
や
複
数
教
員
に
よ
る
き
め

細
や
か
で
、
柔
軟
な
指
導
方
法
を

展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
で

実
施
し
て
い
る
「
高
石
っ
こ
学
び

舎
」
事
業
を
小
学
校
に
お
い
て
も

実
施
し
ま
す
。

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切

れ
目
な
い
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
行
う
た
め
、
庁
内
に
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
ま
す
。
妊
産
婦
の
健
康
づ
く

り
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
妊
産

婦
歯
科
健
康
診
査
の
実
施
の
ほ
か
、

妊
娠
期
に
お
い
て
は
、
多
胎
妊
娠

に
対
す
る
健
診
の
拡
充
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
出
産
期
に
お
い
て
は
、

産
後
う
つ
の
早
期
発
見
や
重
症
化

を
予
防
す
る
た
め
、
産
婦
健
康
診

査
を
実
施
し
、
母
子
に
対
す
る
健

康
管
理
の
充
実
と
経
済
的
支
援
等

を
図
り
ま
す
。

‐ ひとにやさしい育みのまち ‐

‐ ひとにやさしい暮らしのまち ‐
令
和
元
年
度

施
政
方
針

　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
高

石
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
阪

口
市
長
は
「
ひ
と
に
や
さ
し
い
育

み
の
ま
ち
」、「
ひ
と
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
の
ま
ち
」、「
地
域
活
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
」、「
ひ
と
に
や
さ
し

い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」、「
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
」
の
第
４
次
高

石
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
５
つ

の
目
標
に
沿
っ
て
、
令
和
元
年
度

施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

羽
衣
に
新
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

妊
娠
〜
子
育
て
期
を
サ
ポ
ー
ト

学
校
教
育
の
拡
充

　
官
民
連
携
に
よ
る
「
高
石
市
健

幸
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
、
平
成
29
年
か
ら
対
象
者

を
20
歳
以
上
に
拡
大
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
た
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業

は
、
約
３
０
０
０
人
も
の
市
民
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
政
府
の
方
針
と
し
て
健

康
づ
く
り
施
策
の
強
化
が
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
を
見
据
え
な
が
ら
、

本
事
業
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
こ
れ

か
ら
も
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
健
幸

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

 

健
幸 

の
ま
ち
づ
く
り

　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
つ
な

が
る
「
健
幸
づ
く
り
教
室
」
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
、
よ
り
多

く
の
市
民
の
皆
様
が
気
軽
に
健
幸

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し
て
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
健
幸
づ
く

り
教
室
m
i
n
i
」
と
し
て
無
料

の
入
門
版
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
と
も
こ
れ
と
並
行
し
、健
幸
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
＆
高
石
マ
ル
シ
ェ
な

ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
健
康

づ
く
り
の
重
要
性
を
啓
発
し
ま
す
。

健
幸
へ
の
意
識
向
上

　
産
学
官
が
連
携
し
、
市
民
と
と

も
に
健
幸
づ
く
り
の
活
動
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
考
え
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
の
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。
今
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
庁

の
支
援
も
得
て
、
認
知
症
予
防
を

促
進
す
る
た
め
、
認
知
機
能
の
維

持
向
上
に
効
果
が
期
待
で
き
る「
健

幸
ダ
ン
ス
教
室
」
を
新
た
に
実
施

し
ま
す
。

健
幸
リ
ビ
ン
グ
・
ラ
ボ

　
少
子
高
齢
社
会
の
進
行
や
生
活

困
窮
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
複

合
化
・
複
雑
化
し
た
地
域
生
活
課

題
を
把
握
し
て
解
決
を
試
み
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
が
必
要
で
す
。

本
市
で
は
、
国
の
支
援
も
頂
き
な

が
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
プ
ラ
た
か

い
し
に
お
け
る
集
い
の
場
や
相
談

会
等
に
加
え
、
昨
年
10
月
か
ら
は
、

各
小
学
校
区
の
市
内
７
郵
便
局
と

連
携
し
た
「
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー

タ
ー
」
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
我
が
事
・
丸

ご
と
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。 我

が
事・丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り

「
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、

ふ
る
さ
と
高
石
の
さ
ら
な

る
発
展
を
め
ざ
し
て
」

”
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」
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
、
よ
り
多

く
の
市
民
の
皆
様
が
気
軽
に
健
幸

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し
て
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
健
幸
づ
く

り
教
室
m
i
n
i
」
と
し
て
無
料

の
入
門
版
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
と
も
こ
れ
と
並
行
し
、健
幸
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
＆
高
石
マ
ル
シ
ェ
な

ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
健
康

づ
く
り
の
重
要
性
を
啓
発
し
ま
す
。

健
幸
へ
の
意
識
向
上

　
産
学
官
が
連
携
し
、
市
民
と
と

も
に
健
幸
づ
く
り
の
活
動
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
考
え
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
の
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。
今
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
庁

の
支
援
も
得
て
、
認
知
症
予
防
を

促
進
す
る
た
め
、
認
知
機
能
の
維

持
向
上
に
効
果
が
期
待
で
き
る「
健

幸
ダ
ン
ス
教
室
」
を
新
た
に
実
施

し
ま
す
。

健
幸
リ
ビ
ン
グ
・
ラ
ボ

　
少
子
高
齢
社
会
の
進
行
や
生
活

困
窮
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
複

合
化
・
複
雑
化
し
た
地
域
生
活
課

題
を
把
握
し
て
解
決
を
試
み
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
が
必
要
で
す
。

本
市
で
は
、
国
の
支
援
も
頂
き
な

が
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
プ
ラ
た
か

い
し
に
お
け
る
集
い
の
場
や
相
談

会
等
に
加
え
、
昨
年
10
月
か
ら
は
、

各
小
学
校
区
の
市
内
７
郵
便
局
と

連
携
し
た
「
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー

タ
ー
」
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
我
が
事
・
丸

ご
と
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。 我

が
事・丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り

「
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、

ふ
る
さ
と
高
石
の
さ
ら
な

る
発
展
を
め
ざ
し
て
」

”

”

7	 きらり	-TAKAISHI-　2019.7



‐ 地域活力あふれるまち ‐ ‐ ひとにやさしい安全・安心なまち ‐

‐ 環境にやさしいまち ‐

　
こ
れ
ま
で
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
５

次
に
わ
た
る
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ

き
、
厳
し
い
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
初
春
の
令
月
に
気
淑
（
き
よ
）
く
風

和
（
や
わ
ら
）
ぐ
、「
令
和
」
の
新
時

代
を
迎
え
、
私
ど
も
行
政
と
議
会
、
市

民
の
皆
様
が
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、

さ
ら
な
る
ふ
る
さ
と
高
石
の
発
展
を
め

ざ
し
、 

和
の
精
神 

を
も
っ
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
議
会
と
市
民
の
皆
様
の

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
あ
い
さ
つ

　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
・
地
域
活
性
化

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
高
石
シ
ー
サ

イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
今

年
で
７
回
目
を
迎
え
、
年
々
来
場

者
数
も
増
加
し
て
お
り
、
昨
年
は

約
３
万
９
０
０
０
人
も
の
人
出
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
８
月
18

日
に
実
施
す
る
予
定
で
、
今
後
と

も
さ
ら
に
継
続
発
展
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　
ご
み
の
適
正
排
出
に
向
け
た
周

知
・
啓
発
の
さ
ら
な
る
徹
底
、
エ

コ
バ
ッ
グ
の
使
用
推
奨
な
ど
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
等
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
今
後
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
分
別
の
徹
底
等
、
ご
み
の

減
量
・
再
資
源
化
へ
ご
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
、
環
境
フ
ェ
ア
な
ど

に
お
い
て
積
極
的
に
周
知
・
啓
発

を
行
う
な
ど
、
資
源
循
環
型
社
会

や
低
炭
素
社
会
の
形
成
に
向
け
、

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
受
動
喫
煙
、
路
上
喫
煙
、
ポ
イ

捨
て
の
防
止
な
ど
の
喫
煙
等
対
策

に
つ
い
て
は
、
望
ま
な
い
受
動
喫

煙
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止
、
喫

煙
マ
ナ
ー
及
び
環
境
美
化
意
識
の

向
上
を
図
る
た
め
、
高
石
市
受
動

喫
煙
・
路
上
喫
煙
等
対
策
検
討
委

員
会
で
の
議
論
、
答
申
を
ふ
ま
え

た
新
た
な
条
例
制
定
を
行
う
な
ど
、

市
民
等
の
健
康
増
進
及
び
安
全
で

か
つ
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
今
年
８
月
の
再
開
発
ビ
ル
完
成

に
向
け
て
施
行
者
で
あ
る
再
開
発

組
合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
着
々

と
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
南
海

本
線
羽
衣
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
羽
衣
駅

へ
接
続
す
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

通
勤
や
通
学
の
乗
降
客
の
安
全
確

保
と
利
便
性
の
向
上
、
さ
ら
に
関

西
国
際
空
港
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

よ
り
急
増
す
る
外
国
人
観
光
客
の

ア
ク
セ
ス
向
上
も
図
り
、
両
駅
周

辺
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

生
ま
れ
変
わ
る
羽
衣
駅
前

高
石
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言

　
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
津
波
等
に

備
え
、
こ
れ
ま
で
高
砂
１
号
線
の

液
状
化
対
策
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
、

防
災
機
能
を
有
す
る
総
合
体
育
館

「
カ
モ
ン
た
か
い
し
」
の
建
設
、
地

震
・
津
波
総
合
避
難
訓
練
、
さ
ら

に
臨
海
企
業
の
施
設
耐
震
化
の
促

進
等
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
に
わ

た
る
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
８
月
に
「
防
災
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
と
防
災
ま
ち
づ
く

り
勉
強
会
等
を
開
催
し
、
第
９
回

と
な
る
地
震
津
波
総
合
避
難
訓
練

を
「
津
波
防
災
の
日
」
の
11
月
５

日
に
、
市
民
の
方
々
や
臨
海
企
業

に
も
参
加
い
た
だ
き
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
な
る
防
災
力
の
強
化

　
今
年
度
、
高
石
消
防
署
高
師
浜

出
張
所
の
改
修
整
備
を
行
い
、
10

月
か
ら
救
急
体
制
の
増
強
を
行
う

な
ど
、
火
災
、
想
定
さ
れ
る
大
規

模
災
害
や
救
急
事
案
の
増
加
な
ど

に
対
応
で
き
る
よ
う
消
防
力
の
強

化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の

台
風
第
21
号
に
お
け
る
災
害
応
急

対
策
業
務
の
執
行
体
制
や
対
応
等

を
ふ
ま
え
、
今
後
想
定
さ
れ
る
大

規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
、

迅
速
か
つ
適
切
な
業
務
執
行
を
行

う
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
地

域
の
課
題
や
特
性
に
応
じ
た
自
治

会
等
を
対
象
に
自
主
的
な
地
区
防

災
計
画
の
策
定
を
強
力
に
支
援
す

る
体
制
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
に
合
わ
せ
た
防
災
対
策
を

　
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
防

災
機
能
を
備
え
た
公
園
と
し
て「
蓮

池
公
園
」
の
整
備
を
進
め
る
べ
く
、

本
市
都
市
計
画
審
議
会
の
答
申
を

得
て
平
成
28
年
度
に
都
市
計
画
決

定
を
行
い
、
現
在
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
基

本
設
計
を
行
い
、
大
阪
府
や
国
と

協
議
・
調
整
を
行
い
な
が
ら
事
業

認
可
の
取
得
を
進
め
、
用
地
買
収

に
も
着
手
す
る
な
ど
早
期
完
成
に

向
け
取
り
組
み
を
加
速
し
ま
す
。

蓮
池
公
園
の
整
備

　
近
年
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な

る
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
各
地
域
住
民
に
よ
る
見
守
り

活
動
や
街
頭
犯
罪
、
登
下
校
時
の

防
犯
対
策
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
に
対
す
る
特
殊
詐
欺
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
悪
質

電
話
防
止
装
置
の
無
料
貸
出
し
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
高
石

警
察
署
と
連
携
し
な
が
ら
よ
り
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

防
犯
に
向
け
て
の
取
り
組
み

喫
煙
等
へ
の
対
策

シーサイド
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‐ 地域活力あふれるまち ‐ ‐ ひとにやさしい安全・安心なまち ‐

‐ 環境にやさしいまち ‐

　
こ
れ
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で
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に
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ま
し
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は
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次
に
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る
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ

き
、
厳
し
い
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
初
春
の
令
月
に
気
淑
（
き
よ
）
く
風

和
（
や
わ
ら
）
ぐ
、「
令
和
」
の
新
時

代
を
迎
え
、
私
ど
も
行
政
と
議
会
、
市

民
の
皆
様
が
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、

さ
ら
な
る
ふ
る
さ
と
高
石
の
発
展
を
め

ざ
し
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和
の
精
神 

を
も
っ
て
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張
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て
ま
い
り
た
い
と
存
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て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
議
会
と
市
民
の
皆
様
の

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
あ
い
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ブ
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略
・
地
域
活
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化

の
一
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ベ
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ト
「
高
石
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バ
ル
」
は
、
今
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で
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回
目
を
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え
、
年
々
来
場

者
数
も
増
加
し
て
お
り
、
昨
年
は

約
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万
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０
０
人
も
の
人
出
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
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月
18

日
に
実
施
す
る
予
定
で
、
今
後
と

も
さ
ら
に
継
続
発
展
さ
せ
て
い
き

ま
す
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ご
み
の
適
正
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出
に
向
け
た
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知
・
啓
発
の
さ
ら
な
る
徹
底
、
エ

コ
バ
ッ
グ
の
使
用
推
奨
な
ど
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
等
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
今
後
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
分
別
の
徹
底
等
、
ご
み
の

減
量
・
再
資
源
化
へ
ご
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
、
環
境
フ
ェ
ア
な
ど

に
お
い
て
積
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的
に
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知
・
啓
発

を
行
う
な
ど
、
資
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循
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型
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会

や
低
炭
素
社
会
の
形
成
に
向
け
、

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
受
動
喫
煙
、
路
上
喫
煙
、
ポ
イ

捨
て
の
防
止
な
ど
の
喫
煙
等
対
策

に
つ
い
て
は
、
望
ま
な
い
受
動
喫

煙
に
よ
る
健
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被
害
の
防
止
、
喫

煙
マ
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ー
及
び
環
境
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化
意
識
の

向
上
を
図
る
た
め
、
高
石
市
受
動

喫
煙
・
路
上
喫
煙
等
対
策
検
討
委

員
会
で
の
議
論
、
答
申
を
ふ
ま
え

た
新
た
な
条
例
制
定
を
行
う
な
ど
、

市
民
等
の
健
康
増
進
及
び
安
全
で

か
つ
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
今
年
８
月
の
再
開
発
ビ
ル
完
成

に
向
け
て
施
行
者
で
あ
る
再
開
発

組
合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
着
々

と
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
南
海

本
線
羽
衣
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
羽
衣
駅

へ
接
続
す
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

通
勤
や
通
学
の
乗
降
客
の
安
全
確

保
と
利
便
性
の
向
上
、
さ
ら
に
関

西
国
際
空
港
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

よ
り
急
増
す
る
外
国
人
観
光
客
の

ア
ク
セ
ス
向
上
も
図
り
、
両
駅
周

辺
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

生
ま
れ
変
わ
る
羽
衣
駅
前

高
石
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言

　
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
津
波
等
に

備
え
、
こ
れ
ま
で
高
砂
１
号
線
の

液
状
化
対
策
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
、

防
災
機
能
を
有
す
る
総
合
体
育
館

「
カ
モ
ン
た
か
い
し
」
の
建
設
、
地

震
・
津
波
総
合
避
難
訓
練
、
さ
ら

に
臨
海
企
業
の
施
設
耐
震
化
の
促

進
等
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
に
わ

た
る
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
８
月
に
「
防
災
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
と
防
災
ま
ち
づ
く

り
勉
強
会
等
を
開
催
し
、
第
９
回

と
な
る
地
震
津
波
総
合
避
難
訓
練

を
「
津
波
防
災
の
日
」
の
11
月
５

日
に
、
市
民
の
方
々
や
臨
海
企
業

に
も
参
加
い
た
だ
き
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
な
る
防
災
力
の
強
化

　
今
年
度
、
高
石
消
防
署
高
師
浜

出
張
所
の
改
修
整
備
を
行
い
、
10

月
か
ら
救
急
体
制
の
増
強
を
行
う

な
ど
、
火
災
、
想
定
さ
れ
る
大
規

模
災
害
や
救
急
事
案
の
増
加
な
ど

に
対
応
で
き
る
よ
う
消
防
力
の
強

化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の

台
風
第
21
号
に
お
け
る
災
害
応
急

対
策
業
務
の
執
行
体
制
や
対
応
等

を
ふ
ま
え
、
今
後
想
定
さ
れ
る
大

規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
、

迅
速
か
つ
適
切
な
業
務
執
行
を
行

う
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
地

域
の
課
題
や
特
性
に
応
じ
た
自
治

会
等
を
対
象
に
自
主
的
な
地
区
防

災
計
画
の
策
定
を
強
力
に
支
援
す

る
体
制
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
に
合
わ
せ
た
防
災
対
策
を

　
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
防

災
機
能
を
備
え
た
公
園
と
し
て「
蓮

池
公
園
」
の
整
備
を
進
め
る
べ
く
、

本
市
都
市
計
画
審
議
会
の
答
申
を

得
て
平
成
28
年
度
に
都
市
計
画
決

定
を
行
い
、
現
在
、
基
本
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
基

本
設
計
を
行
い
、
大
阪
府
や
国
と

協
議
・
調
整
を
行
い
な
が
ら
事
業

認
可
の
取
得
を
進
め
、
用
地
買
収

に
も
着
手
す
る
な
ど
早
期
完
成
に

向
け
取
り
組
み
を
加
速
し
ま
す
。

蓮
池
公
園
の
整
備

　
近
年
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な

る
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
各
地
域
住
民
に
よ
る
見
守
り

活
動
や
街
頭
犯
罪
、
登
下
校
時
の

防
犯
対
策
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
に
対
す
る
特
殊
詐
欺
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
悪
質

電
話
防
止
装
置
の
無
料
貸
出
し
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
高
石

警
察
署
と
連
携
し
な
が
ら
よ
り
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

防
犯
に
向
け
て
の
取
り
組
み

喫
煙
等
へ
の
対
策

シーサイド

”

”

9	 きらり	-TAKAISHI-　2019.7



　財政状況の公表は、地方自治法第243
条の３第１項並びに「財政状況」の作成及
び公表に関する条例に基づき、市の財政
について十分なご理解をいただくととも
に、市の財政運営に対して、より一層の
ご協力をお願いするために毎年２回定期
的に公表しているものです。
　今月号では、平成30年４月１日から
平成31年３月31日までの市の財政状況
についてお知らせします。
※数字はすべて平成31年３月31日現在
　のものです。

▶市税収入の内訳

▶市税収入の構成グラフ

貸借対照表

※消費税抜

減価償却累計額
△4,960,759

合　計 合　計

4,026,045

3,579,543

6,220,5056,220,505

固定資産

2,194,460
流動資産

資本

867,047
繰延収益
1,422,768
固定負債
351,147

流動負債
資　産 負債・資本

（千円）損益計算書 （千円）

合　計 合　計

1,162,2571,109,188

19,405
2,067

1,239,133 1,239,133
※消費税抜

営業費用

営業外費用

特別損失

108,473
当年度純利益

76,876
営業外収益

営業収益

費　用 収　益
会計名 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険 7,292,288 6,071,732 6,632,848

（千円）

公共下水道事業 2,753,076 2,147,506 2,038,408

墓　地　事　業 6,782 5,105 3,238

介　護　保　険 5,314,722

869,694

5,314,722 4,675,411 4,454,122

後期高齢者医療保険

歳 入 ■予算現額
■収入済額
■収入率

269億5,936万7千円
217億4,441万7千円
80.7％ ■支払率 77.5％歳 出 ■予算現額

■支払済額
269億5,936万7千円
208億9,856万5千円

市　税

その他

皆さんに納めて
いただいた税金

府支出金
府からの負担金
や補助金など

国からの負担金
や補助金など

国庫支出金

市　債
国や銀行などか
らの借入金

地方消費税交付金
人口等により配分さ
れる消費税の地方分

地方交付税
国税の一部から市の財政力等
に応じて交付されるお金

繰入金や諸収入
地方譲与税など

103億5,000万円
100億3,068万円

48億4,519万9千円
40億8,273万8千円

46億5,404万4千円
23億4,964万4千円

18億2,511万1千円
11億260万円

16億6,395万2千円
16億8,885万5千円

9億8,000万円
9億5,071万2千円

26億4,106万1千円
15億3,918万8千円

民生費

その他

医療費の助成
福祉施策など

消防、産業・農業
振興など

99億6,795万4千円
89億7,463万円

道路・公園・河川
の整備事業など

土木費 56億5,556万円
23億3,036万円

公債費
市の借入金の元金
利子償還金など

40億1,925万9千円
39億6,826万円

総務費
市税の賦課・戸籍
選挙事務など

19億2,392万6千円
13億408万9千円

衛生費
健康づくり・ごみ処理
リサイクル推進など

17億1,984万2千円
15億3,571万7千円

教育費
学校施設の整備
図書館の管理運営など

19億4,845万5千円
16億6,172万8千円

17億2,437万1千円
11億2,378万1千円

予算現額

支出済額

平
成
30
年
度

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

　水道事業会計は企業会計方式により経理
を行っており、財政状態を表す「貸借対照
表」と経営成績を表す「損益計算書」で決
算を表します。水道事業は皆さんの水道料
金の収入をもって配水管や配水場施設の更
新・維持管理等を行い、安全で安心な給水
サービスに努めています。

　特別会計とは、一般会計とは切り離して
独立した経理が行われる会計のことをいい
ます。各特別会計には予算があり、一般会
計における単一会計主義の原則に対する例
外とされています。特別会計は、下水道や
国民健康保険などの事業における使用料や
保険料などの歳入をもってそれぞれの事業
を行います。

水道事業会計

一 般 会 計

特 別 会 計

　市の歳入の大半は、市民の皆さ
んから納めていただく市税によっ
て成り立っています。
　平成 30 年度の市税収入は、
100億3,068万円となっていま
す。市民１人あたりに換算すると
17万 3,700 円となります。
　このお金は、保健や福祉、道路、
学校、公園など、市民の皆さんの
生活を豊かにするために役立てら
れています。
　なお、都市計画税は、街路、下
水道、公園等の都市計画事業に充
当されています。

市たばこ税

問
合
先
　
財
政
課 

☎（
275
）６
０
８
４

予算現額

収入済額

都市計画税

軽自動車税

固定資産税市民税
50億8,293万4千円36億5,869万7千円

8億9,347万7千円

3億2,254万7千円 7,302万5千円

36.5％

8.9％
3.2％ 0.7％

50.7％

821,766 727,314
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会
計

一
部
事
務
組
合

公共下水道事業特別会計
一般会計

水道事業会計
小　計

泉北環境整備施設組合

高石市泉大津市墓地組合
小　計
合　計

ごみ処理
公共下水道

その他

14,148,145
35,379,926

1,296,232
50,824,303

3,333,975

298,949
3,000,880

2,296
77,075

3,411,050
54,235,353

保有面積 保有高
南海中央線用地 3,019.30 1,946,297

（千円）（㎡）

市の借入金 公債の残高と土地開発公社に対する債務保証額の合計が、実質的な後年の債務となります。

　公債とは、主に道路や学校、公園などの建設事業等
に充当するために、市が国や金融機関等から借り入れ
た債務。将来の償還を見据えながら、計画的に借り入
れを行っています。

　市では、平成 25 年度に、第三セクター等改革推進
債を活用するなどして、土地開発公社の債務を大幅に
解消しました。現在、公社の保有する土地は、次のと
おり都市計画道路の南海中央線用地で約 19 億円で
す。この取得費用は、市からの借入金約 13 億円を除
き、金融機関からの借入金 5 億 1,300 万円で賄って
おり、市が債務保証を行っています。今後、公社が先
行取得している用地の計画的な買い戻しを進め、債務
の全面的な解消を図り、令和 2 年度までに解散させ
るべく取り組んでいきます。

542　3,535　3　億 万

5　1,300億 万円

千円

62　943　5　億 万 千円

実質的な後年の債務

547　4,835　3億 万 千円

　一時的な現金不足が生じた場合に、その支払い資金の
不足を補うために金融機関等から借り入れるもので、そ
の年度内に償還されます。年度内に償還されるという点
で、公債と区別されています。

・国民健康保険特別会計…6億円

基金名 現在高

会 計 等 未償還元金

　財産区基金とは当該地区住民の総意に基づき地区の施設
整備等を図るなど、市民福祉の向上のために資する基金。

（千円）

（千円）

今在家（上池関係地区）地区整備基金 12,773
南（長取石池関係地区）地区整備基金 18,107

合　計 38,191

土生・新家・綾井・大園・富木・北・南
（旧取石池関係地区）地区整備基金 7,311

【目的基金等の内訳】

【財産区基金の内訳】

【債務保証額の内訳】

【公債残高の内訳】

607,468.62㎡

189,498.10㎡

2,841,866
2,071,183
12,852

47,363

48,578
81,692

1,873

財政調整基金

奨学基金

保健医療基金
泉北３区公共施設整備基金

福祉基金
緑化基金

25,295
576,826
401,262

50,469
50,176

文化・スポーツ・国際交流振興基金
土地開発基金
介護保険給付費準備基金

石油貯蔵施設立地対策等基金
市営浜墓地基金

公共施設整備基金

（千円）

目的基金等のうち、一般会計が 24 億 6,000 万円の
借り入れを行っており、実質的な目的基金等は37億
4,943万5千円となります。

し尿処理 30,960

（上記の合計）

下水道（都市下水路） 890

市有財産

▶公債残高

▶目的基金等

▶建物

▶財産区基金

▶土地

▶一時借入金現在残高

▶土地開発公社に対する債務保証額

※
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▔国
民
年
金

国
民
年
金
基
金
を
ご
存
知
で
す
か

　
国
民
年
金
基
金
は
、
少
し
で
も
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
の
上

乗
せ
と
し
て
給
付
を
す
る
公
的
な
個
人
年

金
制
度
で
す
。

　
加
入
で
き
る
の
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
お
よ
び

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居
住

さ
れ
て
国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
て
い

る
方
で
す
。

　
掛
金
は
、
希
望
さ
れ
る
年
金
の
型
と
口

数
・
年
齢
・
性
別
で
決
ま
り
、
受
け
取
る

年
金
額
も
わ
か
る
た
め
、
老
後
の
生
活
設

計
に
役
立
ち
ま
す
。

　
掛
金
額
は
一
定
で
、
全
額
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
は

公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
る
の
で
、

２
つ
の
税
法
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　
全
国
国
民
年
金
基
金
大
阪
支
部

☎
０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２

▔後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の�

簡
易
申
告
制
度

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
賦
課

決
定
や
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

判
定
の
た
め
に
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
所
得
額
（
所
得
額
が
「
０
円
」
の

場
合
も
含
む
）
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

健
幸
づ
く
り
課
☎
（
275
）
６
３
９
２
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

保 険 料

対 象 者

年金受給額

全額を免除

全額免除

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

納付を猶予

納付猶予
（50歳未満）

年金額には反映しません

申請者及び配偶者のそ
れぞれの前年所得が一
定額以下の方

対象期間 令和元年 7月分～令和 2年 6月分の保険料

受給資格 年金を受けるための受給資格期間に算入されます

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の５
の金額

全額の保険料を納めた
場合と比べて２分の１
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

４分の３免除

保険料の４分の３の
金額を免除

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の６
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

半額免除

保険料の半額を免除

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の７
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

４分の１免除

保険料の４分の１の
金額を免除

　令和元年度（令和元年7月～2年6月）の免除・納付猶予を希望される方は、
市役所の国民年金窓口で手続きを行ってください。日本年金機構において
前年の所得などを審査した後、結果を通知します。
　前年の所得を申告されていない場合は、審査不能で却下になることがあり
ます。なお、すでに納付された期間は、免除の対象とはなりません。

※４分の３・半額・４分の１免除は、それぞれ免除された保険料の残額を納めなければ免除期間とはなりません。

納付が困難な場合は、ご利用ください

保険料の免除・納付猶予制度

問合先　市民課☎（275）6241

①年金手帳 ②印鑑 ③平成30年１月１
日以降に失業した方は、雇用保険被保
険者離職票・雇用保険受給資格者証・
離職者支援資金の貸付決定通知書、上
記書類に準ずる公的機関の証明のうち
いずれか１つ

■手続きに必要なもの国民
年金

※平成31年1月2日以降に転入された方（本人・
配偶者・世帯主）は、1月1日現在の居住市町村の
所得証明書または非課税証明書が必要です。
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被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　
８
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
が
橙
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
下
旬
ま

で
に
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。
有
効
期

限
は
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
（
水
色
）
の
有
効
期
限
は
、

令
和
元
年
７
月
末
日
で
す
。
そ
れ
以
後
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
証
（
橙
色
）
は
、

お
手
元
に
届
い
た
と
き
か
ら
使
用
で
き
ま

す
。

※
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
被
保
険
者
証
は
、

　
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
担
当
窓
口
へ

　
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
等
の
更
新

　
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
（
減
額
証
）
は
、
医

療
機
関
に
入
院
や
通
院
し
た
際
に
窓
口
で

提
示
す
る
と
、
医
療
費
・
食
事
代
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
も
の
で
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
（
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
）
に
属
す
る
被
保

険
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用

認
定
証
（
限
度
証
）
は
、
現
役
並
み
所
得

者
区
分
Ⅰ
・
Ⅱ
の
被
保
険
者
が
対
象
で
す
。

　
現
在
、
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の
有

効
期
間
は
７
月
末
日
ま
で
で
す
。
8
月
1

日
以
降
引
き
続
き
対
象
と
な
る
方
に
は
、

有
効
と
な
る
認
定
証
を
７
月
下
旬
に
健
幸

づ
く
り
課
健
康
保
険
係
よ
り
発
送
し
ま
す
。

な
お
、
認
定
証
が
変
更
に
な
る
場
合
は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
交
付
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

方
で
、
対
象
と
な
り
交
付
を
希
望
す
る
場

合
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

保
険
料
の
決
定
（
本
算
定
）

　
平
成
31
（
令
和
元
）
年
度
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
決
定
（
本
算
定
）
に
伴

い
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
保
険
料
額
決

定
通
知
書
及
び
納
入
通
知
書
（
一
体
型
）

を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
入
方
法
は
「
年
金
か
ら
の

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
」
と
納
付
書
や
口

座
振
替
等
で
納
め
て
い
た
だ
く
「
普
通
徴

収
」
の
２
通
り
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
に
被
保
険
者
と
な
っ

た
方
は
、
資
格
を
取
得
し
た
月
か
ら
月
割

で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
特
別
徴
収

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者
は
、

毎
年
度
４
月
か
ら
年
６
回
の
年
金
支
給
の

際
、
保
険
料
を
天
引
き
で
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
年
金
額
が
年
額
18
万

円
以
上
で
あ
っ
て
も
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
、
対
象

と
な
る
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
方
や
そ
の
他
の
事
情
の
あ
る
方
は
、
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

※
特
別
徴
収
は
口
座
振
替
へ
の
変
更
が
可

　
能
で
す
。
希
望
す
る
方
は
通
帳
・
届
出

　
印
・
被
保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、
健

　
幸
づ
く
り
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
は
、

７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
９
期
割
り
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

▔国
民
健
康
保
険

8
月
1
日
か
ら
高
齢
受
給
者
証
が
新

し
く
な
り
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
70
歳
〜
74

歳
の
方
に
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の

高
齢
受
給
者
証
は
７
月
末
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
８
月
以
降
は
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
受
給
者
証
は
、
毎
年
８
月
１
日
を

基
準
に
、
70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
方
に
つ
い
て
同
一
世
帯
の
住

民
税
課
税
所
得
に
応
じ
て
、
負
担
割
合
を

２
割
ま
た
は
３
割
と
判
定
し
、
有
効
期
限

を
更
新
し
て
い
ま
す
。　

▼
新
た
に
70
歳
に
な
る
方
へ

　
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

誕
生
月
）
か
ら
高
齢
受
給
者
証
の
適
用
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
高
齢
受
給
者
証
を

誕
生
月
下
旬
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生

月
前
月
の
下
旬
）
に
お
送
り
し
ま
す
。
医

療
機
関
で
は
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
の

両
方
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４
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▔介
護
保
険

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
（
本
算

定
）
を
送
付
し
ま
す

　
介
護
保
険
料
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日

現
在
の
世
帯
構
成
と
平
成
30
年
中
の
所
得

金
額
に
応
じ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。
保
険

料
と
支
払
い
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
特
別
徴
収

　
老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金
（
老

齢
福
祉
年
金
は
除
く
）
を
年
額
18
万
円
以

上
受
給
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
は
、
保

険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
ま
す
。
７
月
に
年
間
保
険
料
が

決
定
し
、
仮
徴
収
期
間
（
４・５・
６
月
）

の
保
険
料
を
差
し
引
い
た
額
が
10
月
以
降

の
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
納
付
書
や
口
座

振
替
等
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
７
月
に
年
間
保
険
料
が
決
定
し
、
仮
徴

収
期
間
（
４・５・
６
月
）
の
保
険
料
を
差

し
引
い
た
額
を
本
徴
収
期
間
（
７
月
〜
翌

年
３
月
）
で
徴
収
し
ま
す
。

▼
介
護
保
険
料
の
軽
減
措
置

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
消
費

税
増
税
に
伴
い
、
本
算
定
で
次
の
と
お
り

第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
ま
で
介
護
保
険

料
の
軽
減
措
置
を
行
い
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
２
９

▔各
種

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
に

　
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
ご
み
が
散
乱
す

る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ご

み
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
対
策
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

対
策　
生
ご
み
を
減
ら
す
・
生
ご
み
が
外

か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
・
防
鳥
ネ
ッ

ト
や
ご
み
箱
を
使
う

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

保険料額

第１段階 34,200 円

49,400 円

57,000 円

28,500 円

39,900 円

55,100 円

第２段階

第３段階

現状改定後

改定後の年間保険料額

　各自治会では会員の自主的
な協力のもと、生活環境の向
上と会員相互の親睦を深め、
明るく住みよい「まちづくり」
を推進しています。
　また、まちの美化や自主防
災活動の推進、防犯活動、防
犯灯の維持管理、レクリエー
ション事業、広報紙などの配
付、回覧や会報などによる情
報提供等、様々な活動を行っ
ています。

校区
中谷正彦

北田長義

藤村秀幸

藤本睦朗

明石　進

江口嘉博

第　1　区
第　2　区
高石綾園住宅
高　　　南
綾園７丁目
高石サンタウン

第　3　区
第　4　区
第　5　区
第　6　区
第　7　区
第　8　区

木下敏朗
川﨑紀夫
船留眞一
森　博英
関　正男
初田周治

土　　　生
新　　　家
富　　　木
富 木 府 住
富　之　里
富木南住宅
新 家 住 宅
取 石 住 宅
取 石 中 央
取石第一住宅
取 石 ３ 区
南　取　石
JR富木社宅
大　　　歳

嶋田憲一
北川年郎
寺島　誠
譜久山誠
小谷哲夫
古瀬豊子
中村洋一
東向郁子
金崎誠寛
黒木重利
杉琴和代
上月春三
  澤　仁
小西正浩

綾　　　井
大　　　園
平 坂 荘 園
朝 日 荘 園
大　　　一
昭　和　園
高石スカイハイツ
西取石７丁目
コーポ綾園ふれあい

上田一雄
東野隆史
山路駒子
水本文宏
漆本壽子
二宮サキ子
佐治哲夫
藤田政明
久保　章

第　11　区
第　12　区
第　13　区

西川健治
吉田和光
出口凱嗣

綾 井 住 宅
三 井 化 学
綾井南海住宅
西取石三丁目
自 由 ヶ 丘
伽羅橋荘苑
高石Ｄ地区

村上颯月
桑村浩樹
清水隆一
銭廣幸壯
柴田正明
澤田　滋
林　尋康

旭　ヶ　丘
第　９　区
第　10　区
第13区東羽衣
羽衣荘園地区
東羽衣荘苑

竹内愼一
西中　隆
原野昭夫
鈴木　保
石田一成
植松　隆

令和元年度の

問合先　秘書課
　　　　☎（275）6082

（敬称略・順不同）

地区自治会長が
決まりました。

高陽 校区加茂 校区羽衣

校区清高

校区取石

校区高石 校区東羽衣

《連合自治会の役職》
会　  長　藤田政明
副 会 長　船留眞一
副 会 長　西中　隆
副 会 長　小谷哲夫

会　  計　中谷正彦
会　  計　鈴木　保
会計監査　柴田正明
会計監査　譜久山誠

理　 事　東野隆史
理　 事　村上颯月
理　 事　嶋田憲一

理　 事　北田長義
理　 事　木下敏朗
理　 事　川﨑紀夫
理　 事　吉田和光
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「
打
ち
水
大
作
戦
」
参
加
者
募
集
！��

打
ち
水
で
暑
い
夏
を
涼
み
ま
せ
ん
か

　
打
ち
水
は
地
面
に
ま
い
た
水
が
蒸
発
す

る
こ
と
で
、
地
表
面
の
熱
を
奪
い
周
囲
の

気
温
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
お
風
呂
の

残
り
湯
や
雨
水
な
ど
を
利
用
し
て
打
ち
水

を
行
う
こ
と
で
涼
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
打
ち
水
大
作
戦
」
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
方
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　
7
月
23
日
〜
8
月
23
日

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
及

び
市
内
団
体

申
込
・
問
合
先　
7
月
19
日
ま
で
に
生
活

環
境
課
に
設
置
し
て
い
る
申
込
票
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を

持
参
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
生
活
環
境
課
へ
［
☎
（
275
）
６
２
５
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
（
267
）
３
０
７
８
、
Ｅ
メ
ー

ル
：seikan@

city.takaishi.lg.jp

］

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
予
報
・
注
意
報

が
発
令
さ
れ
た
ら
…

　
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
や
水
泳
な
ど
は

避
け
、
屋
内
へ
入
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
の
ど
が
痛
く
な
っ

た
り
し
た
時
に
は
、
し
ば
ら
く
安
静
に
し

ま
し
ょ
う
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
に
は
、

最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
市
役
所
な
ど
へ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
阪
府
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
発
令
情
報
に
関
す
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
詳
細
な
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。［H

P:http://
taiki.kankyo.pref.osaka.jp/taikikan
shi/

］
■
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
…

　
自
動
車
や
工
場
の
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
な
ど
が
、
太

陽
の
紫
外
線
に
反
応
し
て
生
成
さ
れ
ま
す
。

　
人
体
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
目
や
の
ど

へ
の
刺
激
を
中
心
と
す
る
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
５
４

今月が納期限の税金

〈固定資産税〉�
〈都市計画税〉�
第2期分

7月31日までにお近くの�
金融機関またはコンビニエンス�
ストア等で納めてください。

今から始める

はじめての健幸ダンス教室
～ヒップホップダンスで認知症予防、始動！～

今から始める

はじめての健幸ダンス教室
～ヒップホップダンスで認知症予防、始動！～
皆さんの運動習慣の定着と体を動かすことによる認知症予防をめ
ざして「はじめての健幸ダンス教室」を開催します。
昭和のヒット曲や流行のヒットチャートに合わせて踊るため、自
信がない方でも気軽にご参加いただけます。
プログラムは奈良県立医科大学と日本ストリートダンススタジオ
協会が共同研究したもので、認知症予防だけでなくストレス解消
にも効果が期待できます。

日程　8月 1日・8日・22日・29日、9月 5日・19日・26日、
　　　10月 10日、いずれも木曜日（全８回参加必須）
時間　①午前 10時 30分～11時 30分、②午後 1時～2時
※8月 1日と 9月 26日は体力測定と認知機能検査のため、
　①午前 10時～正午、②午後 1時～3時
場所　総合保健センター（１階）
対象　市内在住の 60歳以上で健康な方
※血圧 180/110mmHg、脈拍 110回 /分以上の方は参加不可
定員　各 15人（先着順）
参加費　1,200 円（保険料を含む）

申込・問合先　7 月 12 日から高石健幸リビング・ラボ☎（242）3927

ダンス教室の様子を動画でご
覧いただけます。アクセスは
こちらのQRコードから▶

別会場も順次開講予定！

▶デージードーム　　： 　 ９～１０月

▶とろしプラザ　　　：　11～ 12月

▶カモンたかいし　　：　　 １～２月

スポ
ーツ
庁

補
助
事
業
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高
石
霊
園
墓
地
の�

区
画
調
査
等
を
行
い
ま
す

　
高
石
霊
園
内
の
墓
地
の
適
切
な
維
持
管

理
・
運
営
の
た
め
、
墓
地
区
画
や
使
用
者

等
の
調
査
・
確
認
を
行
い
、
墓
地
台
帳
を

整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
に
際
し
て
墓
地
区
画
の
巻

石
等
に
番
号
札
の
設
置
な
ど
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
高
石
市
泉
大
津
市
墓
地
組
合

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
７
３

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

　上の講習会受講後に自転車用ヘルメットを購入さ
れると購入費用の一部を補助します。申請書は講習
会で配付します。
対象　前述の講習会を受講後に購入したもの
補助額　購入費用の半額　※上限 2,000 円
問合先　土木公園課 ☎（275）6478

　自転車を利用する皆さんの事故防止を目的として
“自転車安全運転講習会”を開催します。
　自転車を乗り始めた幼児や児童、瞬時の判断が苦手
と感じられている高齢の方はぜひ受講してください。

対象　市内在住の幼児・小学生と保護者、65 歳以
　　　上の方
募集　30人（先着順）　※一時保育あり（先着 5人）
参加費　無料
申込　土木公園課（電話申込可）へ

8月 2日（金） 10：30～11：30
時　間日　程 場　所

■自転車安全運転講習会

自転車の安全確保に向けて

8 月 10日（土）
アプラホール

■自転車ヘルメット購入費用の一部補助

パパ
ママ必見

13：30～14：30

宝くじの収益金は、市町村の住みよいまちづくりに使われます。

問合先　（公財）大阪府市町村振興協会☎06（6941）7441

サマージャンボ宝くじ
同時発売！サマージャンボミニ
1等・前後賞合わせて 5000万円

たこ焼き
クーちゃん

発売期間

7月2日 8月2日～
抽選日

8月14日

億円
1等・前後賞合わせて7

応募期間　１1月29日（必着）まで
審査　コンテスト審査要領に基づく
表彰　最優秀（副賞15,000円相当の商
品）・優秀（副賞10,000円相当の商品）・
優良（副賞5,000円相当の商品）各１点
応募・問合先　応募票（市ホームページ
からダウンロード可）に必要事項を記入し、
作品を添えて総合政策課☎（275）6138へ
持参または郵送

■注意事項
Ａ４または六つ切りサイズのモノクロ・カラープリントで
光沢紙にプリントしたものとする。
※いずれも撮影機材の制限無し。（スマートフォンでも可）
※応募状況により「入賞作品なし」となる場合がある。
※未発表の作品に限る。

市ホームページへ
のアクセスはこちら
のQRコードから▶

高石水辺フォトコンテスト 2019高石水辺フォトコンテスト 2019
直線 2000ｍという日本有数のボート競技用コースを有する「浜寺水路」、か
つて白砂青松の景勝地として多くの詩歌に歌われた名所で 1 夏に 100 万人
が訪れた「高師浜」、ふるさと広場が整備された「芦田川」など高石市の歴
史に縁が深い “水” をテーマにしたフォトコンテストを実施します。ぜひ潤
い溢れる作品をご応募ください。

応募要項
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水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

※
令
和
元
年
５
月
採
水
分

※�

表
の
値
は
、
本
市
の
代
表
的
な
水
質
値

※�

基
準
値
は
、
水
道
法
に
定
め
る
値

※�㎎
／
ｌ
と
は
、
水
道
水
１
Ｌ
中
に
溶
け

て
い
る
物
質
の
重
さ

　
な
お
、
水
質
検
査
計
画
と
検
査
結
果
の

詳
細
は
、
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
上
下
水

道
課
の
窓
口
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
合
先　
上
下
水
道
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
２
６

項　目
一 般 細 菌
大 腸 菌 群 
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素
鉄及びその化合物
マンガン及びその化合物
塩化物イオン
有機物（全有機炭素の量）
pH値
平均遊離残留塩素
味
臭　気
色　度
濁　度

1ml 中 100以下
検出されないこと
10mg/l 以下
0.3mg/l 以下
0.05mg/l 以下
200mg/l 以下
3mg/l 以下
5.8～8.6
0.1mg/l 以上
異常でないこと
異常でないこと
5度以下
2度以下

基 準 値
0
検出せず
0.79mg/l
0.01mg/l 未満
0.005mg/l 未満
24.4mg/l
0.9mg/l
7.46
0.4mg/l
異常なし
異常なし
0.5 度未満
0.1 度未満

検査結果値

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
関
す
る
お

知
ら
せ

　
10
月
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販

売
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
順
次
、
申
請

書
類
等
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
者　
①
２
０
１
９
年
度
住
民
税
非
課

税
の
方
（
住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一
の

配
偶
者
・
扶
養
親
族
、
生
活
保
護
被
保
護

者
等
を
除
く
）
、
②
２
０
１
６
年
４
月
２

日
〜
２
０
１
９
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
子
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
の
方

※
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
商
品
券
の
購
入
で
、
市
の
職
員
が
銀
行

　
の
暗
証
番
号
を
求
め
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

　
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

　
り
ま
せ
ん
。
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
最
寄

　
り
の
警
察
署
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
経
済
課

　
　
　
　
☎
（
267
）
４
４
１
０

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
献
血
の
輪

　
７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

月
間
で
す
。
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、
献

血
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
が
多

蛇口から水が漏れたので、「見積もり・出張無料」と書かれたチラシ
の事業者に見積もりを依頼した。来訪した事業者は「詳しい見積もり
のため水道管の内部を見る」と蛇口を取り外し、「内部の状態もよく
ない。給水設備全体の交換が必要」と50万円の見積書を出した。「高額
なのですぐに返事できない」と言ったら、蛇口を取り外したまま帰っ
た。後刻電話で工事を断ったところ、「断るなら蛇口取り外し料金約2
万円を支払って」と言われた。（70歳代　女性）

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r

水漏れ！広告では
「見積もり無料」でも、
作業費は請求！？

休館日 土・日曜日、祝日

広告に「見積もり無料」とあったのに、実際は調査費や見積もりにかかった作業費等
を請求されたという相談が寄せられています。広告をうのみにせず、見積もりに来て

もらう場合は見積もりにあたって料金は発生するのか、キャンセル料が発生するのか等を、
あらかじめ確認することが大切です。事業者に契約をせかされても慌てず、料金や内容を確
認し、納得できない場合はその場で契約しないようにしましょう。急を要するトラブルに備
え、安心して依頼できる事業者の情報を日ごろから集めておいたり、自宅の止水栓の位置と
締め方を確認しておいたりすることもよいでしょう。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※国民生活センター「見守り新鮮情報　第337号」から抜粋・イラスト黒崎玄

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください
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みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

７
月
は
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動

は
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
て
犯

罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運

動
で
す
。
日
本
が
ま
だ
戦
後
の
荒
廃

の
中
に
あ
っ
た
昭
和
24
年
７
月
、
街

に
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
非
行
を

憂
い
将
来
を
危
惧
し
た
東
京
・
銀
座

の
商
店
街
の
有
志
の
方
々
が
「
銀
座

フ
ェ
ア
ー
」
と
銘
打
ち
、
非
行
少
年

の
立
ち
直
り
支
援
・
非
行
防
止
活
動

に
あ
た
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
本
年

で
69
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

法
務
省
で
は
、
「
み
ん
な
で
築
こ

う 

人
権
の
世
紀
～
考
え
よ
う 

相
手

の
気
持
ち 

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

違

い
を
認
め
合
う
心
～
」
を
平
成
31
年

度
啓
発
活
動
重
点
目
標
と
定
め
、
17

の
啓
発
活
動
強
調
事
項
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
に
「
刑
を
終
え
て

出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う
」
と
い
う
事
項
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
過
ち
か
ら
立

ち
直
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
が
、
地
域

の
中
で
適
切
な
仕
事
と
居
場
所
を
確

保
し
て
、
円
滑
に
社
会
復
帰
で
き
る

環
境
作
り
が
必
要
で
す
。
特
に
立
ち

直
り
に
困
難
を
伴
う
薬
物
依
存
者
や
、

犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
が
い
者
等

に
対
し
て
、
回
復
や
社
会
復
帰
を
地

域
で
長
期
的
に
支
え
る
こ
と
や
非
行

に
及
ん
だ
こ
と
等
に
よ
っ
て
学
ぶ
機

会
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
犯
罪
を
し
た
者
や
非
行
の

あ
る
少
年
が
、
善
良
な
社
会
の
一
員

と
し
て
自
立
し
改
善
更
生
す
る
よ
う
、

本
年
で
70
周
年
を
迎
え
た
更
生
保
護

制
度
に
よ
り
様
々
な
施
策
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
保
護
司

活
動
が
あ
り
、
主
な
活
動
は
保
護
観

察
と
生
活
環
境
調
整
で
す
。
保
護
観

察
と
は
刑
務
所
等
を
仮
釈
放
さ
れ
た

保
護
観
察
中
の
人
が
再
び
罪
を
犯
さ

な
い
よ
う
、
定
期
的
に
面
談
し
更
生

を
図
る
た
め
の
約
束
事
（
遵
守
事

項
）
を
守
る
よ
う
に
指
導
を
す
る
と

と
も
に
、
生
活
上
の
助
言
や
就
労
の

手
助
け
を
す
る
こ
と
で
す
。
対
象
者

は
、
家
庭
裁
判
所
で
保
護
観
察
処
分

を
う
け
た
少
年
、
少
年
院
を
仮
退
院

し
た
少
年
、
刑
務
所
を
仮
釈
放
に
な

っ
た
人
、
裁
判
所
で
保
護
観
察
付
の

執
行
猶
予
処
分
を
う
け
た
人
で
す
。

ま
た
、
生
活
環
境
調
整
と
は
、
少
年

院
や
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
人

が
、
釈
放
後
に
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復

帰
で
き
る
よ
う
釈
放
後
の
帰
住
予
定

地
の
調
査
、
引
受
人
と
の
話
合
い
等

を
行
い
、
必
要
な
受
け
入
れ
態
勢
を

整
え
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

を
担
う
保
護
司
は
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

保
護
司
法
に
よ
り
定
数
は
全
国
で

５
万
２
５
０
０
人
と
定
め
ら
れ
、
本

年
1
月
1
日
現
在
４
万
７
２
４
５
人

の
保
護
司
が
日
々
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
を
控
え
、
国
を
挙
げ
て
世
界
一

安
全
で
安
心
な
国
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
中
、
地
域
の
人
々
の
絆
を

結
び
、
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立

ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
の

輪
が
広
が
る
、
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

社会を明るくする運動

く
の
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
時　
7
月
26
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
30
分（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所　
ア
プ
ラ
た
か
い
し

対
象　
男
性
17
歳
以
上
・
女
性
18
歳
以
上

の
い
ず
れ
も
体
重
50
ｋ
ｇ
以
上
の
方

※
65
〜
69
歳
の
方
は
、
60
〜
64
歳
の
間
に

　
献
血
さ
れ
た
方
に
限
り
ま
す
。

問
合
先　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
　
　
　
☎
（
267
）
１
１
６
０

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験

　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど

う
か
を
認
定
す
る
試
験
で
す
。
合
格
す
れ

ば
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

試
験
日　
10
月
24
日
（
木
）

場
所　
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー
［
大
阪
市
中

央
区
北
浜
東
3
‐
14
］

科
目　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英

語出
願
期
間
　
８
月
19
日
〜
9
月
６
日

問
合
先　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
３
４

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス



　聴覚に障がいのある方で手話通訳を希望される方は、投票所でお申し出ください。また、選挙公報朗読テープを作
成しますので、視覚に障がいのある方で必要な方は、選挙管理委員会までお申し込みください。

聴覚・視覚に障がいのある方へ

東羽衣７丁目、加茂１・２丁目⑧ 中 央 公 民 館
加茂３・４丁目、西取石３・５・６丁目⑨ 市 役 所 別 館
綾園１・２丁目⑩ 綾井自治会館
綾園３・４・５・７丁目⑪高 南 中 学 校
綾園６丁目、西取石７・８丁目⑫ 清 高 公 民 館
取石３～７丁目⑬ 取 石 小 学 校
取石１・２丁目（元）富木公民館⑭

投票所 投票区の区域

　投票所には、投票所入場整理券を忘れずにご持参ください。また、投票日当日に投票ができない方は、
期日前投票（または不在者投票）ができます。詳しくはお問い合わせください。
問合先　選挙管理委員会☎（275）6472

※各投票所・開票所への車でのご来場は、ご遠慮ください。

ご自分の投票所をご確認ください

富木駅

JA

大阪和泉泉南線

とろしプラザ （元）富木公民館

⑬  取石小学校

⑭

投票所 投票区の区域
① 高 陽 小 学 校 千代田３・５丁目

千代田１丁目、高師浜１・３・４丁目③ 高 石 小 学 校
高師浜２丁目、羽衣３～５丁目④  総合保健センター
羽衣１・２丁目、東羽衣１丁目、羽衣公園丁⑤ 羽 衣 公 民 館
東羽衣２～５丁目⑥ 東羽衣小学校

千代田２・４・６丁目、高砂１～３丁目、
高師浜丁、南高砂

② コミュニティセンター

東羽衣６丁目、西取石１丁目⑦高 石 中 学 校

参議院議員通常選挙
が 執 行 さ れ ま す

東
羽
衣
駅

羽衣駅

堺阪南線

⑤羽衣公民館羽衣小

高石警察署

④ 総合保健センター

⑥ 東羽衣小学校

墓
地

高石駅

堺阪南線

泉
大
津
美
原
線

① 高陽小学校

⑪ 高南中学校

③ 高石小学校

⑧ 中央公民館

⑨市役所別館
⑦高石中学校

市立総合体育館（開票所）

⑫ 清高公民館

② コミュニティ
　　　　センター

清高小

⑩綾井自治会館

N

高師浜駅

伽羅橋駅

7 月 21 日、
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相談名 相談内容 相談日時 場所・電話

法律相談 弁護士による法律相談。相談日の午前9時30分から 
☎（263）2141へ予約（先着8人）

毎週木曜日（祝日を除く） 
13時から受付順に1人30分 市役所 市民相談室

行政相談 行政機関への要望・苦情 毎月第1・3木曜 （祝日を除く）  
13時〜16時 市役所 市民相談室

人権相談
人権擁護委員による相談 毎月 第1・3金曜（祝日を除く）  

13時〜16時 市役所 市民相談室

人権相談員による相談（人権推進課へ電話予約） 毎週 月・水・木  （祝日を除く） 
10時〜17時

人権推進課 
☎（275）6279

女性相談 専門の女性相談員による心配ごとや悩みごとの相談 
（事前に人権推進課へ電話予約）

毎月 第2火曜 10時〜13時 
毎月 第4金曜 13時〜16時

人権推進課 
☎（275）6279

心配ごと相談 日常生活の心配ごと、悩みごと 毎週 金 曜日（祝日を除く） 
9時30分〜11時30分 市役所 市民相談室

心配ごと電話相談 日常生活の心配ごと、悩みごと 毎週 木曜日（祝日を除く） 
9時30分〜11時30分

市役所市民相談室 
☎（265）1001

福祉の総合相談 いきいき地域支援員（コミュニティソーシャルワーカー）によ
る福祉に関する相談（面談による相談は事前に電話予約）

毎週月〜金（祝日を除く） 
9時〜17時30分

社会福祉協議会 内 
☎（261）3656

就労相談 就労にお困りの障がいのある方、母子家庭の母親、若
年、中高年齢の方などの相談（事前に電話予約）

毎週月〜金（祝日を除く） 
9時〜17時30分

就労支援センター（経済課内） 
☎（275）6164

消費生活相談 訪問販売や衣食住に関する商品の相談や苦情
クレジット・サラ金に関する相談

毎週月〜金（祝日を除く） 
9時〜16時45分

消費生活センター（市役所2階） 
☎（267）5501

ふれあい相談 少年に関するあらゆることを面接相談（事前に電話予
約）

毎週 月〜木（祝日を除く）  
9時〜16時30分

教育研究センター 
☎（262）9465

教育相談 幼児・児童・生徒の発達、教育相談（事前に学校教育課
または教育研究センターへ要予約） お問い合わせください 教育研究センター 

☎（262）7005

進路選択支援相談 進学など進路選択についての相談 毎週月・火・木・金（祝日を除く）  
9時〜16時

教育研究センター 
☎（262）7005

ホットライン高石 少年に関するあらゆる問題を電話相談 毎週月・火・木・金（祝日を除く）  
9時〜16時30分 ☎（262）9400

公民館の学習相談 市民の生涯学習に関する相談 毎日（月・休館日を除く） 
9時〜16時

中央・羽衣・千代田・取石公
民館

乳幼児の発達相談 乳幼児の発達相談、育児相談（子育て支援課へ電話予
約）

毎週月・火・木・金（祝日を除く）  
10時〜16時

子育て支援課 
☎（275）6359

乳幼児の健全育成相談

毎週 月〜金（祝日を除く）
10時〜16時

綾園保育所子育て支援センター 
☎（263）2477

子育て支援センターによる育児の不安、しつけ、保健な
どを電話で相談

毎週 月〜金（祝日を除く） 
9時30分〜正午 13時〜15時30分

南海愛児園子育て支援センター 
☎（265）3210

毎週 月〜金（祝日を除く）
10時〜16時

東羽衣こども園子育て支援センター 
☎（262）0920

ひとり親家庭相談 ひとり親家庭の生活における悩みの相談 毎週 月〜木（祝日を除く）
10時〜16時

こども家庭課 
☎（275）6476

家庭児童相談 18歳未満の子育ての悩み
家族関係、虐待、養育上困難な生活の悩み

毎週 月〜金（祝日を除く）
10時〜16時

こども家庭課 
☎（275）6476

障がい者の生活相談 市指定相談支援事業者による障がい者の生活に関す
るあらゆる相談

毎週 火〜土（祝日を除く）  
9時30分〜17時30分

障がい者ふれあいプラザ内 
☎（263）2244

障がい児の医療相談 障がい児を対象に医療の相談 お問い合わせください 障がい者ふれあいプラザ 
☎（261）3831

リハビリ相談 理学療法士、作業療法士、言語聴覚士による相談 お問い合わせください 障がい者ふれあいプラザ 
☎（261）3831

税の相談 所得税、法人税、相続税、贈与税など
当日の午前9時30分から電話で予約（先着6人） 7月18日（木）13時〜16時 高石商工会議所相談室 

☎（264）1888

救急医療相談 病院に行ったらいいの？救急車を呼んだらいいの？な
ど、救急医療に関することで迷ったらまずここへ

医師、看護師、相談員が
年中無休・24時間対応

救急安心センターおおさか☎
＃7119または06（6582）7119

相 談 窓 口お気軽にご利用ください いずれも無料です▶ ▶

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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い
つ
も
元
気
に
!

�

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎（
２
６
７
）１
１
６
０

●肝炎ウイルス検査（電話予約制）

●HIV・クラミジア・梅毒検査と相談（電話相談可）

●骨髄バンクドナー登録受付（電話予約制）

●こころの健康相談（電話予約制）

いずれも希望される方は、和泉保健所まで
ご連絡ください。プライバシーは厳守しま
す。
なお、風しん抗体検査については、府ホー
ムページ等をご覧ください。

休日診療
☎（265）5171 

市立診療センター内
診療時間　�日曜・祝日の�

午前9時30分〜午後0時30分、
午後1時30分〜4時30分

受付時間　�午前9時〜午後4時�
※午前診療の受付は正午まで

診療科目　内科・小児科

和泉保健所より
☎0725（41）1342　JR和泉府中駅北東徒歩約7分

健診・相談
名称 日程 時間 内容

4か月児健診 ①7/10、②8/21 受付�12：45〜13：15 ①の対象は2019年3月生まれ。②の対象は2019年4月生まれ。
1歳7か月児健診 7/23 受付�12：45〜13：15 対象は2017年12月生まれ。歯ブラシをお持ちください。
2歳児歯科健診 8/7 受付�13：00〜13：30 対象は2017年8月生まれ。虫歯予防にフッ素塗布。歯ブラシをお持ちください。
3歳6か月児健診 7/19 受付�12：45〜13：15 対象は2016年1月生まれ。朝一番の尿を採ってお持ちください。
離乳食講習会 8/6 開催�13：10〜15：00 対象は4〜6か月児の保護者。要電話予約。受付は13時から。
あれこれ相談 随時 － 妊娠〜子育てに関する相談（電話相談可）

健幸づくり教室�
（説明会）

7/17 開催�16：00〜17：30 【月２回コース】場所：中央公民館、申込：スマートウェルネス推進室�☎（267）1161
随時 － 【週１回コース】場所・申込：スポラたかいし�☎（267）1223・カモンたかいし☎（263）2622

プレパパママのための
マタニティクラス
（パパ・ママ学級）

9/2 10：00〜12：00 妊娠期の食生活 対象：2019年12月、2020年1・2月出産予定の方
前日までに地域包括ケア推進課へ（電話申込可）

（場所：市役所別館3階）
9/9 10：00〜12：00 妊娠期の歯の健康
9/17 10：00〜12：00 出産・子育てに向けて

市民健康相談 随時 － 生活習慣病、食生活などに関する相談、禁煙サポート、その他健康に関する相談。
ささえあいの集い 7/9・16・23、8/6 開催�14：00〜15：30 介護者の健康づくりと交流。
ふれあい元気クラブ 月2回 お問い合わせください 寝たきりを防ぐ介護予防体操などを、綾園・羽衣・千代田・加茂・取石で開催。

ふ
れ
愛
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時　
5
歳
児
：
７
月
25
日
（
木
）
、
4

歳
児
：
7
月
26
日
（
金
）
い
ず
れ
も
午
前

9
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
4
・
5
歳
児
と
保
護

者
（
保
護
者
１
人
に
対
し
幼
児
１
人
）

募
集　
い
ず
れ
も
15
組
（
先
着
順
）

献
立　
や
き
ギ
ョ
ー
ザ
、
ひ
ら
ひ
ら
リ
ボ

ン
の
サ
ラ
ダ
、
わ
か
め
と
た
ま
ご
の
ス
ー

プ
、
も
み
も
み
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

参
加
費　
１
組
７
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ

オ
ル
、
ふ
き
ん
２
枚
、
子
ど
も
用
の
箸

申
込
・
問
合
先　
7
月
8
日
〜
19
日
に
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
へ
電
話
申
込

日
時　
7
月
31
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午

後
１
時

場
所　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

※
乳
幼
児
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

募
集　
20
組
（
先
着
順
）

献
立　
サ
バ
の
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
、
タ
ラ
の

フ
リ
ッ
タ
ー
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
パ
ン
粉
焼
き

参
加
費　
１
人
３
５
０
円（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ

オ
ル
、
ふ
き
ん
２
枚
、
子
ど
も
用
の
箸

申
込
・
問
合
先　
7
月
16
日
〜
26
日
に
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
へ
電
話
申
込

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

苦
手
な
野
菜
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
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お問い合わせは、電話等で各施設まで。
高石市役所 ☎（265）1001
アプラホール ☎（267）0018
総合保健センター ☎（267）1160
図書館本館 ☎（263）3100
図書館分館 ☎（273）3160
カモン たかいし ☎（263）2622
中央公民館 ☎（265）6422
千代田公民館 ☎（264）0886

羽衣公民館 ☎（265）3227
東羽衣公民館 ☎（262）8545
清高公民館 ☎（263）5885
取石公民館 ☎（260）0550
デージードーム ☎（263）3317
とろしプラザ ☎（260）0550
スポラ たかいし ☎（267）1223
障がい者ふれあいプラザ ☎（261）3831

ス
ポ
ー
ツ�

親
と
子
の
軽
体
操
教
室

　

親
子
体
操
で
「
親
子
の
ふ
れ
あ

い
」
を
図
り
、
運
動
が
楽
し
く
感

じ
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

日
時　
8
月
5
日
〜
9
日
、
い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
受

付
：
9
時
45
分
）

場
所　
加
茂
小
学
校

対
象　
3
歳
以
上
で
就
学
前
の
幼

児
と
保
護
者

募
集　
50
組
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

申
込
・
問
合
先　
7
月
8
日
か
ら

社
会
教
育
課
☎（
275
）６
４
３
７
へ

電
話
申
込�

庭
球
選
手
権

日
程
・
種
目

▼
9
月
8
日　
キ
ッ
ズ
R
E
D
単

▼
9
月
22
日　
男
子
単
、
女
子
単

　
女
子
壮
年

▼
9
月
29
日　
男
子
A
級
、
男
子

　
B
級
、
女
子
A
級

▼
10
月
6
日　
男
子
C
級
、
男
子

　
Jr
級
、
女
子
C
級
、
女
子
Jr
級

▼
10
月
20
日　
男
子
壮
年
、
女
子

B
級

※
「
単
」
は
シ
ン
グ
ル
ス
、
そ
の

　
他
は
ダ
ブ
ル
ス

場
所　
高
師
浜
テ
ニ
ス
場
ほ
か

対
象　

選
手
登
録
し
て
い
る
方

（
キ
ッ
ズ
は
登
録
不
要
）

※
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は
登
録

　
料
１
０
０
０
円
が
必
要
。

参
加
費　
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル

ス（
1
ペ
ア
）：
い
ず
れ
も
３
０
０

０
円

※
小・中・高
校
生：
２
０
０
０
円

　
キ
ッ
ズ：
１
０
０
０
円

申
込　
7
月
11
日
〜
8
月
6
日
に

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
庭
球
連
盟
事
務
局
の
ラ
イ
オ
ン

ス
ポ
ー
ツ
ま
た
は
テ
ニ
ス
ト
ピ
ア

へ
持
参
。
申
込
用
紙
は
、
市
庭
球

連
盟
事
務
局
に
設
置
。（
市
庭
球
連

盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）［
ラ
イ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ

☎（
261
）１
５
２
５
、
テ
ニ
ス
ト
ピ

ア
☎（
264
）３
７
４
１
、http://

takaishi-tennis.com
/

］

問
合
先　
庭
球
連
盟
の
粟
田
さ
ん

☎
０
９
０（
３
４
８
５
）９
６
５
９

市
立
プ
ー
ル
の
一
般
開
放

日
時　
7
月
13
日
〜
15
日
・
20
日

〜
8
月
26
日
、
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

場
所　
中
央
プ
ー
ル

料
金　
大
人
１
０
０
円
、
子
ど
も

50
円

※
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

問
合
先　
社
会
教
育
課
☎（
275
）６

４
３
７

カ
モ
ン
た
か
い
し�

�

ス
ポ
ー
ツ
教
室「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」

　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ヨ
ガ
を

取
り
入
れ
て
骨
盤
・
背
骨
・
筋
肉

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。

日
時　
8
月
2
日
か
ら
9
月
27
日

の
毎
週
金
曜
日
（
8
月
16
日
を
除

く
全
8
回
）、午
後
1
時
45
分
〜
2

時
45
分

場
所　
カ
モ
ン
た
か
い
し

対
象　
高
校
生
以
上

募
集　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
5
4
0
0
円

問
合
先　
カ
モ
ン
た
か
い
し

人
　
権�

平
和
を
願
い
黙
と
う

　
原
爆
に
よ
る
死
没
者
の
冥
福
と

世
界
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
8
月

6
日
午
前
8
時
15
分
と
、
長
崎
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
8
月
9
日
午

前
11
時
2
分
か
ら
1
分
間
の
黙
と

う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
人
権
推
進
課
☎（
275
）６

２
７
９

非
核
平
和
展�

�

〜
忘
れ
な
い
で
平
和
の
尊
さ
〜

　
本
市
は
、
昭
和
59
年
に
非
核
平

和
都
市
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
、
核
兵
器

の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え
、
次
の

世
代
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
非

核
平
和
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
7
月
23
日
〜
8
月
9
日
の

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場
所　
市
役
所
（
本
館
1
階
）

■
平
和
は
が
き
展

市
立
小
学
校
6
年
生
の
児
童
と
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

《
平
和
は
が
き
》
の
展
示

■
非
核
・
反
戦
の
D
V
D
等
上
映

午
前
10
時
と
午
後
2
時
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
1
時
間
程
度
上
映

■
パ
ネ
ル
展

広
島
・
長
崎
原
爆
被
災
写
真
等
の

展
示

問
合
先　
人
権
推
進
課
☎（
275
）６

２
７
９

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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男
女
共
同
参
画
す
て
っ
ぷ
講
座�

新
元
号｢

令
和｣

と
万
葉
・

古
事
記

　
万
葉
集
の
巻
頭
歌
の
雄
略
御
製

歌
と
古
事
記
の
冒
頭
イ
ザ
ナ
キ
・

イ
ザ
ナ
ミ
の
話
か
ら
古
代
の
男
女

の
出
合
い
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時　
８
月
2
日
（
金
）
午
後
7

時
〜
8
時
30
分

場
所　
羽
衣
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

募
集　
30
人
（
先
着
順
）

※
一
時
保
育
あ
り
（
先
着
８
人
、

7
月
26
日　
ま
で
に
予
約
）

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
先　
7
月
12
日
午
前

9
時
か
ら
人
権
推
進
課
へ
電
話
ま

た
は
E
メ
ー
ル
［
☎（
275
）６
２
７

９
、
E
メ
ー
ル
：step@

city.
takaishi.lg.jp

］

※
E
メ
ー
ル
の
場
合
、件
名
に
講

　
座
名
、
本
文
に
氏
名
（
フ
リ
ガ

　
ナ
）・
住
所
・
電
話
番
号
・
一
時

　
保
育
の
要
否（
希
望
の
場
合
、　

　
子
ど
も
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

　
生
年
月
日
）
を
記
載
。

公
民
館�

子
ど
も
電
子
工
作
教
室�

�

ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
内
蔵
の

自
由
工
作
を
し
よ
う
！

日
時　
８
月
17
日
（
土
）
午
後
1

時
〜
3
時

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

※
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

募
集　
20
人

講
師　
吉
谷
達
嗣
（
日
本
橋
で
ん

で
ん
タ
ウ
ン
電
子
工
作
指
導
員
）

参
加
費　
8
0
0
円

※
不
参
加
の
場
合
、
返
金
不
可

持
ち
物　
筆
記
用
具
・
は
さ
み
・

持
ち
帰
り
用
袋
・
お
好
み
の
材
料

申
込
・
問
合
先　
７
月
20
日
か
ら

中
央
公
民
館

夏
休
み
宿
題
応
援
講
座�

�

エ
コ
工
作
教
室

日
時　
８
月
3
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午

場
所　
羽
衣
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
家

族
同
伴
可
）

募
集　
20
人

講
師　
高
石
ジ
ュ
ニ
ア
自
然
大
学

の
皆
さ
ん

参
加
費　
無
料

持
ち
物　

空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

（
5
0
0
竓
）・
油
性
カ
ラ
ー
マ

ジ
ッ
ク

申
込
・
問
合
先　
７
月
13
日
か
ら

羽
衣
公
民
館
（
電
話
申
込
可
）

夏
の
体
験
講
座�

�
Let's�try!　
ウ
ク
レ
レ

日
時　

8
月
2
日
・
9
日
・
23

日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
の
午
前
10

時
〜
正
午

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
生
以
上
で
全
日
程
参
加
で

き
る
方

募
集　
８
人

※
一
時
保
育
あ
り
（
先
着
５
人
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
ウ
ク
レ
レ

※
お
持
ち
で
な
い
方
は
講
座
当
日

　
の
み
レ
ン
タ
ル
可(

先
着
３
名)

申
込
・
問
合
先　
7
月
12
日
か
ら

中
央
公
民
館
（
電
話
申
込
可
）

各
　
種�

穏
や
か
な
最
期
を
迎
え
る
た

め
に
介
護
を
考
え
る
講
座

　
介
護
保
険
制
度
と
介
護
施
設
利

用
制
度
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ

う
。

日
程
・
場
所　
8
月
7
日
・
デ
ー

ジ
ー
ド
ー
ム
、
21
日
・
と
ろ
し
プ

ラ
ザ
、9
月
12
日
・
清
高
公
民
館
、

10
月
31
日
・
中
央
公
民
館
、
11
月

29
日
・
パ
ン
セ
羽
衣

時
間　
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

方募
集　
50
人(

先
着
順)

※
9
月
12
日
は
30
人

受
講
料　
無
料

申
込　
各
開
催
日
20
日
前
ま
で
に

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
(

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
内
）
へ
電

話
ま
た
は
F
A
X
［
☎（
275
）

6
2
9
3
、
F
A
X
：（
265
）

3
1
0
0
］

問
合
先　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
柴
田
さ
ん
☎（
263
）5
8
8
7
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

姉
妹
都
市
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
ロ
ミ
タ
市
よ

り
学
生
や
マ
ラ
ソ
ン
選
手
が
来
日

さ
れ
た
際
、行
事
な
ど
に
同
行
し
、

通
訳
を
担
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

※
行
事
参
加
に
係
る
費
用
は
協
会

　
が
負
担
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

　
へ
の
加
入
あ
り
。

対
象　
英
会
話
の
経
験
が
あ
り
、

ロ
ミ
タ
市
の
方
を
も
て
な
す
中
で

よ
り
能
力
の
向
上
を
め
ざ
す
方

申
込　
随
時
受
付
中

■
ち
び
っ
こ
英
会
話
受
講
生
募
集

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
講

師
と
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
楽
し
く

英
語
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
8
月
1
日
〜
29
日
、
毎
週

木
曜
日
の
午
後
４
時
〜
４
時
50
分

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
姉
妹
都
市
協
会
会
員
の
小

学
１
〜
３
年
生
（
会
員
は
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。）

募
集　
10
人
程
度
（
先
着
順
）

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
年
会
費

含
む
）

申
込　
7
月
26
日
ま
で

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
、
問
い
合

　
わ
せ
は
姉
妹
都
市
協
会
事
務
局

（
秘
書
課
内
）
☎（
275
）６
０
７
８

体
験
型「
私
の
水
辺
」in
槇
尾
川

日
時　
7
月
20
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

場
所　
槇
尾
川
（
和
泉
市
立
青
少

年
の
家
前
）

※
槇
尾
中
学
校
前
バ
ス
停
か
ら
徒

　
歩
40
分
、
駐
車
場
あ
り

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

募
集　
50
人
（
先
着
順
）

内
容　
水
生
生
物
の
調
査
・
観
察

費
用　
小
・
中
学
生
４
０
０
円
、

高
校
生
以
上
５
０
０
円

申
込
・
問
合
先　
7
月
8
日
午
前

9
時
か
ら
和
泉
市
立
青
少
年
の
家

☎
０
７
２
5（
９
２
）０
４
２
２
へ

電
話
申
込
（
水
曜
日
を
除
く
）

パ
パ
の
た
め
の
沐
浴
ク
ラ
ス

日
時　
8
月
4
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午

場
所　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象　
こ
れ
か
ら
パ
パ
に
な
る
・

す
で
に
パ
パ
に
な
っ
た
方
で
沐
浴

体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
・
妊
婦
・

そ
の
家
族

募
集　
10
組
（
先
着
順
）

内
容　
沐
浴
・
妊
婦
体
験
、
交
流

会
、
助
産
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ほ
か

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
事
業
承
継
相
談

日
時　
7
月
18
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
30
分

募
集　
4
人

申
込　
12
日
ま
で（
電
話
申
込
可
）

■
金
融
相
談

日
時　
7
月
19
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

申
込　
17
日
ま
で
に
電
話
申
込

■
高
齢
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

日
時　
7
月
24
日
（
水
）
午
後
2

時
〜
4
時

募
集　
20
社
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

内
容　
「
働
き
方
改
革
」
と
こ
れ

か
ら
の
高
齢
者
雇
用
、
高
齢
者
雇

用
に
役
立
つ
助
成
金
な
ど

申
込　
17
日
ま
で(

電
話
申
込
可)

■
法
律
相
談

日
時　
7
月
26
日
（
金
）
午
後
６

時
〜
８
時

募
集　
３
人
（
先
着
順
）

申
込　
当
日
の
午
前
９
時
30
分
か

ら
電
話
申
込

※
い
ず
れ
も
場
所
、
申
し
込
み
、

　
問
い
合
わ
せ
は
高
石
商
工
会
議

　
所
☎（
264
）１
８
８
８

用
具
・
お
茶

申
込
・
問
合
先　
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
☎（
267
）１
１
６
０
へ
電
話

申
込

大
阪
府
金
融
広
報
委
員
会
主
催　

く
ら
し
と
お
金
に
役
立
つ
講

演
会

日
時　
9
月
6
日
（
金
）
午
後
7

時
〜
8
時
30
分

場
所　
ブ
リ
ー
ゼ
タ
ワ
ー
7
階

(

大
阪
市
北
区
梅
田
１
‐
２
‐
１)

対
象　
府
内
在
住
の
方

募
集　
2
0
0
名
（
先
着
順
）

テ
ー
マ　
働
く
世
代
の
生
活
再
建

の
た
め
の
住
ま
い
と
お
金
の
知
識

の
備
え
「
こ
こ
か
ら
一
歩
を
踏
み

出
す
た
め
の
防
災
の
家
計
簿
」

参
加
費　
無
料

講
師　
岡
本
正
（
弁
護
士
）

申
込
・
問
合
先　
8
月
28
日
ま
で

に
大
阪
府
金
融
広
報
委
員
会
事
務

局（
日
本
銀
行
大
阪
支
店
内
）［
〒

5
3
0
‐
8
8
6
0　

大
阪
市

北
区
中
之
島
２
‐
1
‐
４
５
、
☎

０
６（
６
２
０
６
）７
７
４
８
、

F
A
X
：
０
６
（
6
2
3
3
）

6
0
8
0
、Ｅ
メ
ー
ル
：osaka@

shiruporuto-net.jp

］

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の
食
中

毒
に
ご
用
心
！

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
際
、
食

中
毒
に
な
ら
な
い
よ
う
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
肉
は
よ
く
焼
い
て
食
べ
る
。

・
ト
ン
グ
や
箸
は
焼
く
用
と
食
べ

　
る
用
を
使
い
分
け
る
。

・
生
肉
と
野
菜
は
一
緒
の
皿
に
盛

　
り
付
け
な
い
。

・
お
肉
は
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等

　
で
冷
蔵
保
存
す
る
。

・
生
肉
を
扱
っ
た
手
や
器
具
は
よ

　
く
洗
う
。

問
合
先　
和
泉
保
健
所
衛
生
課
☎

０
７
２
５（
４
１
）１
３
４
２

「
司
法
書
士
の
日
」
記
念　
　
　

無
料
法
律
・
手
続
き
相
談
会

日
時　
8
月
3
日
（
土
）
午
後
1

時
〜
4
時
30
分

場
所　
高
石
商
工
会
議
所

費
用　
無
料

内
容　
相
続
・
遺
言
・
登
記
等
に

関
す
る
法
律
又
は
手
続
き
相
談
を

司
法
書
士
が
30
分
程
度
、
行
い
ま

す
。

申
込　
当
日
直
接
会
場
へ

問
合
先　
大
阪
司
法
書
士
会
堺
支

部
☎
０
７
２（
2
２
4
）2
0
6
０

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
気
温
が
上
が
り
、
熱
中
症
に
か

か
り
や
す
く
な
る
時
季
で
す
。
熱

中
症
予
防
の
た
め
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認
し
、
28

　
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ア
コ

　
ン
等
を
活
用
す
る
。

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
行
う
。

・
外
出
の
際
は
、
体
を
し
め
つ
け

　
な
い
涼
し
い
服
装
で
、
日
よ
け

　
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
う
。

・
普
段
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良

　
い
食
事
と
体
力
づ
く
り
を
心
が

　
け
る
。

問
合
先　
堺
市
消
防
局
救
急
課
☎

（
238
）６
０
４
９

不
審
者
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
！

　
高
石
警
察
署
で
は
、
子
ど
も
の

登
下
校
時
の
警
戒
活
動
を
強
化
中

で
す
。
も
し
不
審
者
を
見
か
け
た

場
合
は
、
ご
自
身
や
子
ど
も
の
安

全
を
確
保
し
、
避
難
す
る
と
と
も

に
1
1
0
番
通
報
等
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
市
内
で
不

審
者
情
報
等
を
認
知
し
た
際
に
は
、

高
石
警
察
署
か
ら
安
ま
ち
メ
ー
ル

で
タ
イ
ム
リ
ー
に
注
意
喚
起
を
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
安
ま
ち
メ
ー
ル
登
録
方

法
に
つ
い
て
は
大
阪
府
警
察
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
高
石
警
察
署
☎（
265
）１

2
3
4

ホ
ン
マ
に
た
の
し
い
お
ん
が
く
か
い�

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
か
ら
パ
プ
リ
カ
ま
で

日
時　
7
月
27
日
（
土
）
午
後
2

時
か
ら
（
開
場
：
1
時
30
分
）

場
所　
パ
ン
セ
羽
衣
（
３
階
）

募
集　
60
人(

先
着
順)

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
タ
ン
バ
リ
ン･

カ
ス
タ

ネ
ッ
ト
（
貸
出
有
）、
飲
み
物

申
込　

グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
H
P

内
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
よ
り
受
付

［
H
P
：http://gu-choki-

pa.com
/

］

問
合
先　
N
P
O
法
人
子
育
て

支
援
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
事
務
局
の

稗
田
さ
ん
☎
０
９
０（
2
1
0
2
）

2
4
8
9

高石市は関西国際空港を応援しています� 関空ニュース

　「KIXってどんな空港？どんな飛行機が来ているの？」に答え
る、わくわく関空見学プラン。�「新・関空の裏側探検コース」で
は、関空展望ホール「Sky�View」をバスで出発し、通常は立ち入
ることの出来ない保安区域に入って、空港を支える裏方の施設
を車窓見学できます。風向きや離着陸状況によっては、飛行機
を間近でご覧いただけることも。また、団体のお客様向けに、機
内食の製造過程を見学できる「機内食工場コース」や、空港での
お仕事や飛行機にまつわる知識を深めることのできる「スカイ
ミュージアムツアー」もご用意しています。ご家族やお友達をお
誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

〜わくわく関空見学プラン〜

〈問合先〉関西国際空港案内☎072（455）2５００�
詳しくは、ホームページをご覧ください。https://www.kansai-airport.or.jp
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7/20（土）│ 小ホール（全席自由）

Saturday Jazz vol.149 「ラテン」特集
出  中野ひろし＆スイングガイズオーケストラ
└  19：00(開場/18：30)
￥  一般1000円、Aメイト900円

7/20(土）│ 大ホール（全席自由）

映画鑑賞会「空飛ぶタイヤ」
出 長瀬智也、ディーン・フジオカ、深田恭子、小池栄子　ほか
└  ①10：00　②14：00　③18：00
￥  一般1000円、小学生500円、Aメイト招待

7/26（金）│小ホール（全席指定）

ミニシアター「神宮希林　わたしの神様」
出 樹木希林
└  ①10：00　②14：00
￥  一般1000円、Aメイト500円、

7/27（土）│大ホール（全席指定）

三浦祐太朗　LiveTour“47 MELODIES”大阪公演
出  三浦祐太朗(Vo/AG)、石川恭平(AG)、髙木博音(Key)、みぶー(Per)
└  15：00(開場/14：30)
￥  一律5000円　※前売完売の場合は当日券はありません。

8/3（土）│ 大ホール（全席自由）

島唄ライブ
出 内三千代、禎一馬、やぁにんじゅ太皷(Ohana)
└  14：00（開場／13：00）
￥  一般1500円、Aメイト1200円　※飲食・物産コーナーあり

A P P L A 　 た か い し

アプラホール☎（267）0018 （第2・第4火曜日休館）
綾園1-9-1（アプラたかいし3階）
●詳しくはお問い合わせください。

EVENT 
GUIDE

※チケット発売初日のアプラホールでの受付は9時（電話予約は12時）からです。売り切れの際はご了承ください。

●● 第5回「第九in高石」　　　　　　　　　               

３年に一度の第九が大ホールに響き渡ります。

9/22（日）
場　所／大ホール（全席自由）
時　間／14：00（開場／13：30）
出　演／高石第九特別合唱団、ニューフィルハーモニック大阪　ほか
料　金／一般2500円、Aメイト2300円
※当日500円増し

子育てウェルカムステーションHUGOOD  TAKAISHI
☎（267）3115 （第 2・第 4火曜日休館）

HUGOOD monthly event
日 時

11：00～12：007/10・24 ウォーターマジック

11：15～11：357/22

7/17･31

お誕生日会

11：00～12：00

イベント 募 集

7/25

7/12・26

13：15～7/18 絵本 DE イクバナ

おおきくなったかな

11：00～12：00 かんてんネンドあそび

11：15～11：25 パラバルーン

※「かんてんネンドあそび」「ウォーターマジック」「パラバルーン」は親子で1時間500円の入場料が必要

先着 15 人 ●● 「おかあさんといっしょ」ガラピコぷ〜とあ･そ･ぼ！！ 

こどもたちに大人気のガラピコがやってきます！

11/16（土）
場　所／大ホール（全席指定）
時　間／①13：00　②15：30（開場／各30分前）
料　金／一律1700円　※１歳未満無料
申　込／Aメイト7/10、一般7/25から

●● 落語会「桂福丸独演会」 

2007年アプラでデビューした福丸さん。「抜け雀」ほか一席「初心忘る
べからず」で笑いをお届けいたします。

9/16（祝）
場　所／小ホール（全席自由）
時　間／14：00（開場／13：30）
出　演／桂福丸、笑福亭智丸
料　金／一般1000円、Aメイト500円

●● 第3回アプラ将棋大会　　　　　　　　　               

三世代交流の将棋大会を今年も開催いたします。

8/17（土）
場　所／大ホール
時　間／9:00〜17：00（第１局開始／11：00）
対　象／将棋を指せる方
募　集／192人
料　金／500円
申　込／7月13日から

7月 29日（月）

8月 20日（火） ～ 22日（木）8月 19日（月）
大人 5000円、子ども 4000円料金

料金料金

料金 一律 2000円

一律 2000円 大人 5000円、子ども 4000円

7月 30日（火） ～ 8月 1日（木）

申込・問合先　府立臨海スポーツセンター［高師浜丁 6‐1、☎（268）8351、ＦＡＸ（266）8871］

回
コ
ー
ス

１
回
コ
ー
ス

３

　　定
員

　大人 5
0人

子ども 1
00人

未就学児
50人

9：45

全教室

～

11：45

時
間

夏休みスケート教室 in 臨海スポーツセンター夏休みスケート教室 in 臨海スポーツセンター



図書館
T O P I C S

今月の新着本

一般書 454冊
児童書 287冊

今月の特別展示

○視覚障がい者の方には、前もってご連絡をいただければ対面朗読サービスを行います。

 

夏といえばこわいおはなし。

お化け、妖怪、それ以外。

こわそうなものがせいぞろい！

開館時間
9：30 ～ 20：00

（第2・第4火曜日休館）
本館  ☎（263）3100
分館  ☎（273）3160

おはなし会とあそび

夏のおでかけ前に。 こわそうなものせいぞろい

幼児から小学生向け

加茂幸代さんによるおはなし会
日毎週土曜日　14：30～16：00
絵本の読み聞かせ・紙芝居・絵本の紹介など
※毎月第１土曜日は折り紙

さくらんぼの会
日毎月第1金曜日　16：00～17：00
絵本の読み聞かせ・紙芝居など

赤ちゃんから小学校入学前の幼児向け

グーチョキパーひろば
【あそびの日】
日毎月第1火曜日　10：00～11：30
簡単工作やママへの遊び方レクチャー・絵本の読み聞かせ
【つどいの日】
日毎月第2木曜日　10：00～11：30
子どもの手作りおもちゃ遊び・ママの友達作り・子ども
が選んだ絵本の読み聞かせ
おひさまおはなし会
日毎月第3木曜日　10：30～11：30
絵本の読み聞かせ・紙芝居・手遊び・絵本の紹介など
ほっとスペース
日毎月第3金曜日　10：00～12：00
絵本の読み聞かせ・良質な絵本や育児情報の提供など

★場所／いずれも本館視聴覚室

待ちに待った夏。今年のおで
かけは山？川？海？

思い出をステップアップ！

ストーリープレイング
『あらしのよるに』
日時　8月4日(日)①11：00〜、②14：00〜
場所　本館（視聴覚室）
募集　各30人（先着順）
参加費　無料
出演　パインツーリスト＆劇団プレイング
申込　当日直接会場へ

夏休み科学実験教室
日時　8月10日（土）10：00〜11：30
場所　本館
対象　小学生〜中学生とその保護者
※小学４年生以上は子どもだけの参加可
募集　20組
参加費　無料
持ち物　えんぴつ、はさみ、カッター、空のペットボ   
            トル（500cc）
申込　20日から図書館窓口または電話申込

　本市では、事業者の方からの広告を掲載しています。これ
は、市内産業の振興を図るとともに、広報活動の財源に役立
てています。詳しくはお問い合わせください。

広報紙掲載料　１枠（カラー）１回 81,000 円
１枠（白黒）１回 54,000 円

※制作費は別途必要です。
※１/２枠での掲載もできます。

※1枠 縦 4.55cm×横 17.15cm

問合先　高石商工会議所 ☎（264）1888

HP掲載料　１枠   10,000 円 / 月

※画像サイズは 縦50 × 横150 px です。

問合先　秘書課 ☎（275）6082

※連続6か月 54,000 円
連続 12か月 100,000 円

広告掲載募集中

広告募集中

	 2019.7　きらり	-TAKAISHI-	 30



31	 きらり -TAKAISHI-　2019.7

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

更なる活躍に期待！
一山本関、十両昇進
【6月17日・東京都内のホテル】

例年大阪場所中に高石市内で宿舎を構える二所ノ関部屋所属の一山本関が
新十両に昇進し、後援会による昇進祝賀会で来場所への意気込みを語られま
した。一山本関は 7 日から名古屋場所を迎えます。皆さんも応援しましょう。

太鼓の音とかけ声響く！
堺泉北港スモールドラゴンボート大会
【6月16日・府立漕艇センター】

第９回となった今年は全 51 チームが参加し、白熱したレースが繰り
広げられました。会場では地場産業物産展も開催され、タオルや和
菓子など 7 店舗が出店し、一日を通じて賑わう大会となりました。

将来のオリンピックをめざして
柔道で全国ベスト 16に！
【5月29日・高石市役所】

高石市柔道スポーツ少年団の皆さんが全国少年柔道大会大阪大会優勝、
全国大会ベスト16 の成績を収めたことを報告するため市役所を訪問さ
れました。「次は全国大会優勝をめざします！」と目標を語られました。

TAKAISHI　フォトニュース  　 

部活で見守る通学路
ジョグパト隊走る！
【5月27日・市内各所】

羽衣学園の高校生が児童の安全見守りを目的にジョギングを兼ねて、月２
回地域を走り、パトロールを行ってきた「ジョグパト」。女子テニス部から始
まったジョグパトに今回から陸上部も加わり、子どもたちの安全を守ります。

災害時における
民間賃貸住宅の媒介等に関する協定を締結
【6月3日・市役所】

災害発生時、被災者に対し民間賃貸住宅の情報提供や媒介を
行い、より早い生活再建を可能とする協定を堺市不動産事業協
同組合、大阪府宅地建物取引業協会堺市支部と締結しました。

野球を通して国際交流
ハワイチームと国際親善試合
【6月9日・三十合池公園運動場】

少年野球チーム、高石ボーイズと wai-kahala BULUEJAYS が親善
試合を行いました。試合後にはハワイのチームにかき氷やたこせんを
振る舞い、野球以外でも交流を深め、笑顔溢れる一日となりました。



8月18日
浜寺公園第1球技広場特設ステージ

（花火打上はＰＭ7：30を予定）
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